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日本人のみたロシア革命
はじめに欧州大戦前後のロシアは、日本人が観るところ、世界最大の国家であった。が、その国土が広大であるわりには、大きな戦争に勝ったことのな
いふしぎな国であった。この国は君主の専制政治により、民は隷
れい
農のう
（農奴）のような状態にあり、貧しい人間の集合体にすぎなかった。この国で
威権を るったのは、皇帝や政府高官、貴族、大地主、高僧
（１）、高級将校、政商らであり、貴賤の差が大きかった。
かつて日本人があれほど恐れたこの超大国は、それまでの政治権力者（ロシア帝と官僚）に代わる、非支配階級の民衆（労働者、兵士ら）によ
って、一挙にひっくり返るのである。
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第二次ロシア革命（一九一七年の二月革命）は、世界ではじめての社会主義革命が成功した例であり、この巨大帝国はひとたまりもなく崩壊し
た。それは大きな石が高いところから一気にころがり落ちるようなもので、一
いち
落らく
千せん
丈じょう
とはこのことをいうのであろう。それはまた天をおどろかし、
地をもうごかす 事件であった。
サンクト・ペテルブルグは、こんにちロシア第二の都市である。北緯五九度五八分、東経三〇度一八分に位置し、北極圏にちかいのである。モ
スクワの北西七〇〇キロのところにある。これまでこの都市はひんぱんに名称を変えた。その変遷のあとをたどるとつぎのようになる。
サンクト・ペテルブルグまたは単にペテルブルグ
　（一九一四年まで）
ペトログラード
　　　　　　　　　　　　　　　　
（一九 四～二四年まで）
レニングラード
　　
（一九二四年に改称）
サンクト・ペテルブルグ
　　　　　　　　　　　　
（一九九一年八月のソ連邦崩壊にともなって改称）
このうちペトログラードは、レーニン（一八七〇～一九二四、ロシアの 家・政治家・マルクス主義者・共産党の創立者）が亡くなった際 、
レニングラードに改称された。
一七〇三年（元禄
16）フィンランド湾の奥
―
ネバ川の三角州（低湿地）に首都の建設を決意したのは、ロシア皇帝ピョートル一世（一六七二
～一七二九）であった。当時、この地はほとんど人
ひと
気け
のない、気候もわるい寒村であり、フィンランドの漁村が点在し いた
（２）
。ピョートルはそこ
をヨーロッパへの〝ロシアの窓〟とし、西ヨーロッパのすぐれた文物 取り入 、国家の近代化をはか うとした。
一七一二年から一七一六年にかけて、一五万人以上の労働者がネバ川の湿地帯に移動し
（３）、そこで強制労働に従事したが、壊血病や赤痢、飢えに
よって亡くなる者もすくなくなかった。死者の数は、一〇万とも二〇万ともいわれた。新首都の建設のために、全ロシアで石やレンガを用いた建物をつくることを禁じられ、商人や手工業者、貴族までも強制的にこの新開地に移さ
（４）
。じぶんの領内に農家を三十世帯もつ貴族のばあい、こ
の地に移り住み、住居を建てねば ら
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サンクト・ペテルブルグの市
まち
は、アムステルダムやモ
スクワとおなじように〝扇状〟に広がっており、大小六つの島から成っていた。この市の地勢は、平坦であり、空気はしめっており、冬季は約半年
（５）もつづき、この間深
い霧がかゝり、また初秋のころ、あらしに際し、フィンランド湾の水がネバ川に逆流して、全市が氾濫することもまれではない。
ふつうヨーロッパでいちばんよい時候は、夏であると
いわれる。当地の夏は五月から八月にかけてである
（６）
。市
区は整然とし、街路はひろく、広場 数も多い。川の本流は、ネバ川。十四ほど 川河とその支流 運河が八つある。市の主要な建物は、左岸にある
（７）
。
この市は人口を漸次ふやしていった。
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サンクト・ペテルブルグの起源は、まずペトロパヴロフスク要塞（聖ペテロ、聖パウロ要塞ともいう）の建設をもって始まり、市が完成すると、
海港として発展し、やがて一九世紀後半から二〇世紀初頭にかけて金属工業が盛んになった。労働者が急増したが、かれらは劣悪な労働条件のもとで働かねばならず、そのためたびたびストライキが起った。
ことに第二次ロシア革命（一九一七年の二月革命と十月革命）がおこる一九一七年の工場の数は、一〇一一、そこで働く労働者は三九万三千人
であり、そのうち二三万七千人は金属工であった
（８）
。こんにち主なる産業部門は、機械工業・造船・化学・アルミニウム・繊維・食品などである。
サンクト・ペテルブルグは、ピョートル 世によって創建されたのち、一八世紀すえにエカテリーナ一世（ピョートルの後妻
―
アレクサン
ドル一世
―
ニコライ一世
―
ニコライ二世などの治世のもとで繁盛をつづける一方で、学生と労働者との共闘による大衆運動が活発化してきた。
この首都はやがて人民革命の発火点と るのである。
第一次革命
　　
一九〇五年一月二十二日（旧暦１・９）……
 十数万人の労働者とその家族は、政治的自由と国民の代表制、八時間労働と団結権をもとめて冬宮をめざして請願行進を開始した。が、冬宮にちかずくや 軍隊は群集に発砲し、数百名の死者と大勢の負傷者がでた。 「血の日曜日」 （冬宮まえ広場の雪が血にそまった事件） 。
第二次革命
　　
一
［二月革命］
九一七年三月十日（旧暦２・
25）…………
 パンを求めるデモがゼネストに発展。労働者と兵士によって〝ソヴィエト（評議会） 〟が
一七六四年（明治元） ………………………………………………一八万人。一八九 年（明治
30） ………………………………………………一二六万五〇〇〇人。
一九 六年（第二次ロシア革命がおこる前年［大正５］ ） 二四〇万人。一九七一年（昭和
46） ………… 四〇二万人。
一九八八年（昭和
63） …… 四三五万九〇〇〇人。
二〇 三年（平成
25） …… 五〇二万人。
軍服を着たニコライ２世
The Fall of the Romanoffs, Herbert 
Jonkins Limited, 1917より。
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結成される。国会議員による臨時政府が樹立される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
二重権力状態のはじまり。
　　
一
［十月革命］
九一七年十一月七日（旧暦
10・
27）………
 ボリシェビキ党が臨時政府をたおし、レーニンを首班とす 新政権が樹立される。やがて反レーニン派への攻勢がはげしくなり、翌年三月に首都をモスクワに移した。
国家が勃興すると、君主はおうおうにして高圧的な専制をしき、こびへつらう佞
ねい
臣しん
や悪がしこい官僚に乗ぜられ、悪政をつづける。その専制の
いちばんの犠牲者はいつも人民である。ロシアはむかしもいまも世界最大の国家であるが、もともとこの国は、立憲国の仮面をかぶった専制国家であった。多くの政治犯を出し、それらをことごとく流刑にした長い歴史をもつのがロシアである。
暴君のもと、官僚は政権をひとりじめし、人民を強い力でおさえつけ、虐いたげたのがこの国であった。ひとは抑圧をうけるほど、ますますそ
れをはねのける力
―
反発心をつのらせ、やがて不平不満や怨恨（うらみ）が心の中で醸成される。心にいっぱいたまったうらみつらみのマグマ
が、一挙に爆発す のが、革命であったといえる。ロシア革命は、起るべくして起った大事件であった。
本稿の中心テーマは、ロシアの二月革命である。当時革命の起爆剤となったペテログラードの民衆 困苦と反抗、政情（政治の情況） 、現地に
おいてそれを見聞した邦人（外交官、陸海軍の駐在武官 新聞記者、留学生ら）の報告、わが国への影響などをし した のがこの稿である。
一
　
露都（ペトログラード）とモスクワの日本人
ロシアの二月革命の報が日本に伝わり、邦字新聞のコラム うめたのは、大正六年（一九一七）三月中旬のことである。が、外務省や参謀本部
（旧日本陸軍の中央統帥機関）は、同年一月ごろから露都（ペトログラード）在勤の駐在武官や日本大使館から送られてくる暗号電報によって、首都の不穏な空気や政情などについての情報をえていた。
たとえば、ロシアが内務省令によって、モスクワにおいて前年 十二月に開催されることになっていた地方会・都市同盟大会がひらかれなかっ
たことに関する報告。国権 、大臣の任命や罷免にまで関与し とされる怪僧ラスプーチン（一八七二～一九一六）が、反対勢力によって暗殺された事件（一九一六・一二・一七）などに関する事情報告。ロシアの首相トレポフ 更迭の報告など。
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露都における険悪な情報の第一報が、駐在武官より参謀本部に伝えられたのは、大正六年一月二十
一日のことであった。その電文の内容は
―
ラスプーチン殺害事件を秘かに処置しただけでなく、遺
体を手厚く埋葬したことに対して、人民や軍隊のあいだでロシア皇帝にたいする怨嗟の声が高まりつつあることを報じたものであった。
当時、ペトログラード（旧サンクト・ペテルブルグ）の日本大使館は、ネバ川の南岸
―
フランス
河岸
 F
rantzuzsk N
aber （９） の一四番地
―
フランス大使館の一軒おいてとなりにあった。建物（借家）
は三階建であり、古風な家屋であったという
）（1
（
。一階には接客用の広間、ダンスホール、食堂などがあ
り、二階は本野一郎大使の書斎と住居になっていた（佐藤尚武『回顧八十年』 ） 。大使館の付近には、
貴族や政府高官の住居がならんでいた。西のほうに五〇〇メートルほどいくと、 「サマー・ガーデン（夏の公園） 」があった。
ペトログラードの日本大使館は、つぎのような人びとから構成されていた。
モスクワ　　
平田総領事
大使・内田
康こう
哉さい
（一八六五～一九三六）
丸まる
毛げ
直なお
利とし
（一八六三～一九二一、一等書記官
―
臨時代理大使）
佐藤尚
なお
武たけ
（一八八二～一九七一、二等書記官）
平田知
とも
夫お
（一八八〇～一九 八、二等書記官）
田た
付つけ
七しち
太た
（一八六七～一九三一、参事官）
松島
　
肇はじめ
（一八八三～一九六 、三等書記
花岡止
し
郎ろう
（？～ 九四二、三等書記官）
青木
　
新あらた
（一八八一～一九七〇、三等書記官）
上田仙太郎（
 一八六七～一九四〇、三等書記官、通訳官。 『朝日新聞』のもと特約通信員）
吉沢幸吉（一八七二～一九五一、通訳官）芦あし
　だ
田
　
均ひとし
（一八八七～一九五九、 外交官補
―
見習外交官）
宮川船夫（一八九〇～一九五〇、外務書記生）平塚晴俊（外務書記生）佐藤今朝蔵（外務書記生）
ペトログラードの日本大使館
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ほかに陸、海軍の駐在武官、視察官として、つぎのような人がいた。
注・内閣印刷局編『職員録
　
大正六年
　
甲』 （大正６年刊）その他を参照。
［陸軍武官］　　
小田切政純（一八六一～一九二四、陸軍少将）
　
　　
蠣かき
崎ざき
富三郎（
 一八六一～一九二四、陸軍少将、補給、
兵へい
站たん
の専門家）
　　
石坂善次郎（大使館付武官、陸軍少将、のちハルピンの特務機関長）
　　
橋本虎之助（
 一八八三～一九五二、陸軍大尉、のち満州国参議府議長、戦後ハルピンで獄死）
［海軍武官］　　
田中耕太郎（一八六八～一九三九、海軍大佐、海軍軍令部参謀）
　　
洪こう
　
泰やす
夫お
（一八八五～一九六三、海軍中佐）
　　
陸軍省や官庁の視察官として露都をおとずれた者。
　　安井藤治（一八八五～一九七〇、歩兵太尉、参謀本部）
　
山脇正隆（一八八六～一九七〇、歩兵太尉、参謀本部）
 
注・両人は大正６・２～同７・３まで在勤したものか。
長瀬鳳
ほう
輔すけ
（
 一八六五～一九二六、参謀本部のち国士舘中学校校長、早大教授）
矢野正雄（生没年不詳、陸軍三等主計）　　橋口
　　
（生没年不詳、造兵大技）
七田
　　
（生没年不詳、海軍中佐）
［視察官］　　
福田雅太郎（
 一八六六～一九三二、陸軍中将） 、河内暁一一等主計正（生没年不詳 省経理局衣糧課長） 、野守
　
広（一八七六～一九六八、農
務省書記官）
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ペトログラード　　
『東京日々（現・毎日新聞） 』
　　
布ふ
施せ
勝治（
 一八八六～一九五三、新潟のひと。東京外語露語科卒）
　　
『時事新報』
　　　　　　　　　
播磨楢吉（
 一八八三～一九五二、長崎のひと。長崎の聖教会でロシア語をまなぶ）
　　
『東京朝日 聞
　　　　　　　
今井政吉（
 一八八三～一九 四、東京帝大社会学科卒 大正３年か４年ごろ入露。三井物産の現地採用雇員
―
ペンネーム〝埋
まい
花か
畔けい
人じん
〟 ）
　　　　 　　　　　　　　　
注・
 戦後、今井は亡父がつくった私立済美中学校（杉並区）の校長となるが、月六〇〇円の月謝以外ぜったい寄付をとらなかったために、経営にゆきづまり、学校（建物四むね、土地六五〇 坪余）を杉並区に無償で した（ 『読売新聞』夕刊
―
昭和
25・３・
28付）
　　
『
　　
〃
　　
』
　　　　　　　
太田賛公
　　
『大阪朝日新聞』
　　
稲原勝治
　　
留学生
　　　　　　　　　　　
嶋野三郎（
 一八九三～？、石川県のひと。大３・９満鉄の留学生として入露し、ペトログラード大学生となる。ロシア革命を体験）
モスクワ　　
『大阪毎日新聞』
　　　　　　　
黒田乙吉（
 一八八八～一九七一、熊本のひと。熊本師範卒。ロシア語はどこで学んだも か不明。大正７・３・
在留邦人の大部分は、ニコラエフ駅（現・ニコライ駅）にちかい下町に住んだ。陸海軍の駐在武
官や一部の日本人は、ネバ川の西に住んだという（正
おおぎ
親町
まち
季すえ
董ただ
「二月革命見物記」 ） 。
さらに露都やモスクワには、邦字新聞の特派員、臨時雇いの記者、留学生らがいた。左記の人び
とがそれである。
サンクト・ペテルブルクの日本大使館の館員。
中央の男女―本野大使夫妻。この写真は明治40
年代のもの。
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２モスクワをはなれ日本へ）
　　
留学生
　　　　　　　　　　　
片かた
上かみ
　
伸のぶる
（一八八四～一九二八、早大教授。大正４・
10ロシアに入り、大７・３・２モスクワをはなれ日本へ）
また露都やモスクワには、本邦商会（貿易商社）の出張所があった。左記にしるすものがそれである。
ペトログラード
　　
高田商会
　　
主任
　　
牧瀬豊彦（二月革命のとき、兵器工場で遭難）
　
通訳
　
関野某
　　　　　　　　　
三井物産（ネフスキー大通り四六番地）
　　
主任
　
丹羽義次
　　
　　今井政吉（出張所社員
―
ペンネーム〝埋花畔人〟 ）
　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
提
　
汀（出張所次長）
　　
大倉組
　　　　　　　　　　　　　　　　
〃
　　
山田馬次郎
　　
久く
原はら
鉱業会社
　　　　　　　　　　　　　
〃
　　
栗原
　
菫
　　
大親町季董（出張所支配人）
　　
三菱合資会社
　　
〃
　　
鎌出祐吉
　　
中日実業
　　　　　　　　　　　　 　　　　
？
　　
鈴木商会
　　
〃
　　
萩野拙夫
　　
横浜原合名 社
　　　　　　　　　　　　
〃
　　
中村祥太郎
　　
梅田商会
　　　　
〃
　　
？
　　　　　
四谷□
不明
住町
76にある輪出商。
　　
東洋拓殖
　　
芝川商会
　　
原
　
商会
モスクワ
　　　　　
□不明
井商店
　　　　　　　　
〃
　　
横井喜三郎
　　　　
杉浦商店
　　
〃
　　
水上多喜男
　　
竹内商店
　　
〃
　　
竹内弥惣治
　　
島
　
商会
　　
〃
　　
白井祐吉
　　
近江岸商店
　　　　　　　　　　　　　　
〃
　　
近江岸弁之助
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熊沢洋行
　　　　　　　　　　　　　　　
〃
　　
藤井忠次
　　
松浦商会
当時、ロシア帝国は、地球の陸地の六分の一に相当する大面積と無限の地下資源と十七億以上の人口をもつ超大国であった。第一次大戦前のわ
が国とロシアとの貿易は、取るに足らぬものであった。カムチャツカ・オホーツク沿岸・シベリアなどにいる邦人に、みかん・リンゴ・玉ネギ・食塩・魚網・石炭・古綿を打ち返したものなどを輸出したり、ヨーロッパにあるロシア領土へは、生糸・絹糸・紡績糸・へちま・竹材・真田ひも・寒天 しょうのうなどを売りさばくものであった。
一方、日本がロシアから輸入するもの わずかにバター・
更さら
紗さ
（図柄をプリントした布） ・
牛ぎゅう
皮ひ
・
水すい
牛ぎゅう
皮ひ
・獣骨その他であり、貿易額から
みると、びびたるものであった。
それが第 次大戦がおこると、対露輸出が大きく変貌し、躍進的な発達をとげるのである。わが国 大中小の商会は、ロシアに販路をもとめ、
あらゆる分野の商品の売り込みをはじめた。
一
　
食料品………………………寒天・食塩・茶・果物・らっかせい・くんせい品・カン詰。
二
　
繊維材 および織物 生糸・羽
は
二ぶた
重え
（純白の絹織物） ・絹のハンカチ・綿・フランネル（ネル） ・綿の帆布・綿のちぢみ織。
三
　
鉱物・金属・同製品 銅・アルミニューム 鉄製品・針金・石炭。
四
　
衣類およびその付属品 肌着・手ぶくろ・くつ下 ももひき 絹や綿製のねまき・ひも ボタン・帽子（パナマ帽） 。
五
　
家具類……………………
 はなむしろ（はなござ） ・タタミのおもて・びょう風
ぶ
・竹製品・ししゅう・編物・木製品・テーブル・いす・漆器類他。
六
　
薬材および医薬
 沃度類・炭酸アンモニア・はっか・しょうのう・ひまし油・のみとり粉・魚油・鯨油・外科用医療器械・歯科器械および材料・ほうたい材料・注射器・検温器。
 
注・松尾音治郎「日露貿易の過去・現在
及
将来」 （ 『実業之日本』所収、大正６・４・
10） 。
欧露市場では、日本は米英独墺の製品と競争せねばならないが、戦争中は輸入品は杜絶がちであり、ロシアの輸入は激減した。金属や薬品、医
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療器械などの対ロシア輸出は、ドイツやオーストリアが独占していたが、大戦により出荷できなくなった。
このとき大手の商事会社（高田商会、三井物産、久原鉱業など）は、兵器や軍需品の売りこみに狂奔した。大正六年（一九一七）八月三日
―
ロシア大使館付ヤーホントフ大佐と日本製靴の代表者との間で〝軍用長靴七〇万足〟の契約が調印された。
単価は九円五〇銭。引きわたしは、八月中に二五万足。のこり四五万足は、十二月すえまでに納品することに った（ 『実業之日本』二十巻十七号、大正６・８・
15付） 。
露都の日本大使館に勤務した邦人の半
プロフィール
面像についてのべてみたい。
まず前大使・ 野一郎の とである。かれは文久二年（一八六二）二月 佐賀藩士・本野盛亨の長男として生まれ、外交官の父とイギリス、フ
ランスですごし、明治十三年（一八八〇）帰国。十五年（一八八二）横浜貿易商会にやとわれ、フランスのリヨン支店詰となる。二十年（一八八七）から二十二年（一八八九）まで私費でリヨン法科大学にまなび法学士となる。
同年九月、外相大隈重信によばれ帰国し、外務省に入り翻訳官、参事官、秘書官を歴任し、明治二十九年（一八九六）ロシア公使館一等書記官
となる。のちベルギー、フランス公使をへて、大正六年（一九一七）二 特命全権大使としてペテログラードに着任した。が、のち寺内正
まさ
毅たけ
内閣
の外務大臣となった。著訳書として 『日本民法義解』 『仏訳日本御法』などがある。
本野のフランス語は、堂に入ったものであった。毎日の日記は仏文でかき、こみ入った書類や演説の草稿などもフランス語を使った。ときどき
本省に送る報告を松島書記官が日本文に改めるばあいがあったという（芦田
　
均） 。
本野大使はひじょうな活動家であった。公務の余暇に、テニス・スキー・ソリすべり・写真・
トランプ（ブリッヂの妙手） ・将棋・鉄砲うち（シギ、カモ、クマ撃ち） ・魚釣りなどをやった。佐藤尚武が外交官補としてサンクト・ペテルブルグに赴任した当時、本野が仕とめたクマの肉いやいや食べさせられ閉口 たという（ 『回顧八十年』 、七九頁） 。
後任の大使・内田康哉は、ペテログラードに赴任直後ロシア革命に遭遇した。丸毛一等書記官は、本野大使におとらず、日本人としてはまれにみるフランス語の達人であり、
本野一郎
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太平洋戦争末期ソ連大使となった。敗戦後、帰国。のち参院議員となった。
松島
　
肇は、長野県伊那のひと。明治四十年（一九〇七）松本中学より一高に入り、東京帝大の政治学科を卒業後、外務省に入省。ロシア在勤
をへてハルピン総領事（大正８） 、ポーランド公使（昭和２） 、欧米局長（昭和６） 、イタリア大使（昭和７）を歴任したのち、昭和十一年（一九三六）退官した。
田付七太は慶応三年（一八六七）九月、坪井家に生まれ、のち田付景賢の養子となった。一高をへて東京帝大法科を卒業（明治
28・７） 、同年
入省。京城をふりだ に外交官生活に入り、ロシア在勤をへて特命全権公使としてチリに駐在し（大正６） 、のちオランダ公使（大正９）をへて、ブラジル大使に任じられた（大正
12） 。邦人移民の業績は高く評価されている。
当時官補で電信係であった芦田は、必要な公文書をまずいフランス文で書くと、それを丸毛に直してもらい、タイプに打 。外務省の出先機関では、公文書の起案や訂正には 外国人の力をかりるのがふつうであったようだが、ペトログラードの日本大使館ではその必要 なく、すべて自力でやった。当時、露都の社交界やロシア外務省との往復にもフランス語が用いられた。
学校で習ったていどのフランス語では、ものの役に立たなかったという。そのため芦田は、
週に三回フランス語の作文と会話の個人レッスンをうけたし、ほかに毎日一時間 ロシア語のけいこも始めねばならなかった。
佐藤尚武は、明治十五年（一八八二）津軽藩士・田中坤六の次男として生まれ、佐藤家の養
子となった。東京高商（現・一ッ橋大学）を出た ち、外務省に入った。ロシア在勤からハルビン総領事、スイス公使館一等書記官、フランス大使館参事官、ポーラ ド公使などを歴任し、
丸毛一等書記官晩年の田付七太
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芦田
　
均は、京都のひと。東京帝大仏法科を卒業後、入省。ロシア、フランス、トルコ、ベルギーに駐在した。昭和七年（一九三二）退官後、
衆議院議員となり、当選十一回。その間、 『ジャパン・タイムズ』紙の社長、慶大講師などをつとめた。戦後、片山内閣の外務大臣、ついで内閣総理大臣となった。が 昭和電工疑獄事件で逮捕され、政界を引退。
芦田はロシア革命を身近かにみた一人であるが、ペトログラードの日本大使館へ外交官補（見習い外交官）として赴任したのは、第一次世界大
戦がはじまる四ヵ月まえ
―
大正三年（一九一四）四月のことであり、当時二十六歳であった。四月十二日に対馬丸という連絡船にのり、下関よ
り釜山にわたり、長春行の急行にのった。ハルピンをへてシベリア鉄道にのりかえ、九日間の汽車の旅を経験したのち、四月二十二日の朝モスクワに到着した。一日市内見物し、同月二十四日の朝露都についた。
大使館の小さな部屋（タンスが一つ、鏡と机とベッド一つ）をもらって、そこで三ヵ月ほどくらしたのち、フランス河岸三〇番地に引き移り、
四ヵ年駐在した。芦田のしごとは、電信係であり、先任 河合官補とかなり忙しい労働にしたがった。大使館でくらしているから、二十四時間休みなしの当直を ているようなものであり、電報が届くつど、玄関番にたたき起された。電報の内容が重要なもの あれば、暗号簿と首っ引きでしごとをせねばならない
とはいっても芦田は、公務や語学の勉強ばかりに精をだしていたわけでない。若いだけに女性にも目がうつる。 「夏の公園」やネフスキー大通
りを散歩 ていると、美人が目 とまる。なかには娼婦ら い女もいる。ときに街中 歩 ていて、無邪気な男女をみると、何となくうら悲しい気分になる。むつまじいアベックをみて、淋しさを覚え、おもわず涙を すモーパッサンの作中の人物のことをおもいだしたりした。
芦田は在勤中、ときどきこっそりロシア女と関係をもった。しかし、かれがつね 心にとめて戒めとしたのは、女は買うけれど、素人娘には手
をださないということであった。人からいろいろ われるのがう さいし、買うほうがのん でいいとおもった。だが、 （ふつうの）娘さんを愛することだけはゆるしてもらおう（ 『日記』大正３・
10・
19付） 。
ロシアに来て〝女友だち〟
lady friend が無いことが第一である。 （娼婦買いは）いちどはじめたら、なかなか激しくなるような気がした（ 『日
記』大正３・５・
19付） 。
芦田の観るところ、ペテログラードは 「町モ
美うつく
シイシ、女ダッテ
　
金サヘ出セバ
　
幾いく
ラモアル」ところであり、何よりも気に入ったのは美人
がいることだった。かれはしごとが明ける午後や夕方に、ネバ河岸や公園やネフスキー大通りを散歩し この繁華街は徘徊する女がいることで
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有名であった
）（（
（
。ぜいたくはできないにしても、給金は潤沢であるから、芝居でも酒でも女でも自由である。が、ロシア語ができぬから、単独行動
をとるのがむずかしかった。
しかし、ときどき同僚に連れられて紅
こう
灯とう
の巷
ちまた
に出かけることがあった。かれの遊興の軌跡をたどると、つぎのようになる。
大正３・５・４……………………………
 前夜（５・３） 、大使のサロンで武官らと酒をのんだのち、十二時ごろ松島三等書記官と
 A
quarium
（ネバ川
の対岸
―
カメノ・オストロフスキー通りにある娯楽館のようなもの）に出かけ、正面舞台のうえの踊り（タ
ンゴやスペイン舞踊）などをみた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　
午前三時ごろまで、シャンペンをのみながら踊りをみたのち、ナロードヌイ・ドーム（不詳、娯楽館のよう
なものか）に出かけ、赤い上着を身につけた楽師、歌手 の曲 きいた。場内のテーブルに百人ほどの各種の人間がすわっていた。そのうちの十数人は、娼婦であり、あたりを見まわしていた。
　　　　　　
外に出たときは、もう四時。朝の光景が目に入った。馬車で大使館に帰った。
　
〃
　
５・
10……………………………
 ふたたびナロードヌイ・ドームに出かけた。夜八時から幕が いた。十一時にはねて帰っ それからロシア語の下調をし、午前二時ごろ床についた。
　
〃
　
５・
19…………
 この日、芦田は馬車で
 K
prokofr kan （不詳、貧民街）に住む
 P
etersen 教授宅をおとずれ、診察をうけた。処
方をもらって帰館後、尿路を洗浄した。かれの病名は淋疾であった。
　
〃
　
８・
27…………
 下宿で夕食をすませ のち ゆきつけの演芸館、レストランをおとずれ が、どこも閉っていた。やむなく通りがかった電車に飛びのり モルスカヤ
 M
orskáya 公園のあたりで下車した。園内を歩いていると、お安い
風さいの女がい 。一、二度いったり来たりし、みきわめると、先方もその気がある目をし 女はとことこついてきた。
　　　　　　　　 　　　 　　　 　
 　
十字路でいっしょに馬車にのった。御者は四〇コペーカくれといった。行った先はニコラエフ駅のちかくで
あった。下宿に帰ったのは、午前 時すぎである。
大正６・１・
22（ロシア歴１・９）……
 ふところに金があるので、じっとした気分になれない 雪はふるが、あるく は最高 気候である 英語のレッスンをおえ のち、ア
（パサージュ）
ーケード街（不詳）でタバコを買った。
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このとき芦田は、オーリヤという女性と会っている。二人はドミトエフ街をいっしょに歩いた。
　　
１・
29……………………………寒い日曜日であった。芦田はアーケード街でオーリアと会った。銭湯にいった。
　　
２・６（ロシア暦１・
24）……
 スコライスキー騎兵学校のマルチェンコ将軍夫人をたずねた。夜十時、白い雪のつもった街頭をあるいた。この夜
―
芦田は、ビラローデの踊子だというデンマーク女
―
マルグリータと会った。
上田仙太郎は、肥後国熊本のひとである。慶応三年（一八六七）に生まれ、昭和十五年（一九四〇）に没した。行年七十三歳。ロシア生活は二
十五年におよぶ、ノン・キャリアの外交官であった。その経歴はすこし変っている。済々黌で明治国権主義政治家・佐々木友房にまなんだのち、上京し（明治
21） 、独逸学協会でドイツ語を習い、ロシアに留学した（明治
29） 。苦学のすえ、ペテルブルク大学に入学し（明治
33） 、同級のレー
ニンと友人になった。
日露戦争まえ、駐在武官・明石元二郎とともに謀略活動に従事し、講和後、駐露大使館に通訳官として勤務した。かれのしごとは、早朝に現地
のロシア語新聞に目を通し、必要な記事をひろい、それを日本語に要訳すると、本野大使や田付参事官に提出することであった。このとき本野は
上田相手に時勢について議論した。また必要が生じたときは、ロシア政府の外務省に電話連絡した。
もうひとりペトログラードの日本大使館に、古沢幸吉という通訳官がいた。通訳官はロシア語に
達者であるばかりか、ロシア事情に通じたものがその任に当っていた。通訳官がロシア研究をはじめるきっかけになったのは、日露戦争であるが、いずれも一見識をもち、国
こく
士し
（憂国の士）の風格
をそなえていた。
古沢という通訳官は、まさにそのような人物であった。文人肌のひとであり、漢詩や俳句をたし
なんだ。ロシアの美術や建築にも造けいが深かった。着任間もない芦田が、エルミタージュ美術館、ギリシャ正教の丸
クーポラ
屋根に驚異の目をみはり、オペラや音楽会へも足をふみ入れたのは、同人の案内
によるものであった。
ロシアの辻馬車
Théophile Gautier 著　Russia, vol. I, The John C. 
Winston Co.  Philadelphia, 1905刊より。
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宮川船夫は、東京のひとである。明治二十三年（一八九〇）に生まれ、昭和二十五年（一九五〇）に亡くなった。行年五十九歳であった。明治
四十一年（一九〇八）東京外国語学校ロシア語科に入学し、在学中の四十四年外務省留学生試験に合格したので退学し、同年よりロシアのサンクト・ペテルブルグへ五ヵ年間留学。大正三年（一九一四）外務書記生となり、一時ポーランドなどに在勤したが、のちペテログラードの日本大使館に転じた。
長くロシア語通訳官であった宮川は、後年ウラジオストック総領事（昭和
14） 、モスクワの日本大使館参事官（昭和
15） 、ハルビン総領事（昭和
19）を歴任したが、ソ連が参戦し とき逮捕収監され、モ クワの監獄で獄死した（昭和
25） 。
一
　
露都の不穏をつたえる暗号電報
ロシアの首都における不安なる政治情勢については、在ペテログラード日本大使館や駐在武官より、日々刻々と日本へ暗号電報をもって報告が
送られた。ロシア政府が転覆し、人民政府が樹立されるまでの電文を摘録したものを意訳すると つぎのようになる。
三月八日（ロシア暦２・
23）……
 ペテログラードの各地において、労働者その他が群をなし、その一部は食品店および電車にたいして暴挙にでた。警官の警戒がきびしいために、まだ大
おお
事ごと
になっていないが、不穏である。
　　　　　　
（続報）
　　　　　　
 露都の不穏の状態は、きょう 至りその度をました。そのため軍隊の警戒はきびしく、コサック部隊も出動し、群集をけ散らしている。
　　　　 　　　　　
 　
今回の同
どう
盟めい
罷ひ
業ぎょう
（ストライキ）の範囲は、かなり広いものであるが、暴動にまでいたっていない。ストの主なる原
因は、食糧品の供給がとどこおったほかに、ドイツ派が煽動 うた いがある。現に群集のなかに、戦争をやめよと叫ぶ者もいる。学生 一部もストに参加している。
　　　　　　
 今後、形勢が険悪になるのはやむをえない（石坂少将より田中参謀次長宛
　
電報［第二十三号］ ） 。
三月九日（２・
24）………………
 三月八日、九日の両日 当地の諸工場 労働者はストライキをおこし、市中をうろ ろと歩き回り 交通機関 一部
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も運休した。憲兵およびコサック兵は、市中の秩序維持につとめているが、いまのところストがおさまるようにみえない。ストの近因は、パンの欠乏にあるようである。パン屋が襲われた所もあり、 た負傷者もすこし出たも 。
　　　　　　　　　　　　　　　
 　
ストの原因および今後の状況についてはおって報告いたします（内田大使より本野外務大臣宛
　
電報［第二〇八
号］ ） 。
三月十一日（２・
26）……………
 ストはいまなおつづ ており、兵器工場の労働者も九日よりストに入っている。労働者はデモをやるために集まると、それを制止する軍隊や憲兵と衝突 、小ぜりあいが市内各所でおこっている。死傷者も出ているという。
　　　　　　　　　　
 　
十日にペトログラードの軍管区司令官は、民衆の集会を っさい禁じる布告をだし、夜秩序を乱すものが軍隊の命
にしたがわない場合、発砲してもよい、と令達した。そのため人心は動揺してい
　　　　
 　
今回のストの直接原因は、食糧とくにパンの不足にある。スト や て る群集は、パンをあたえよ、と叫んでい
る。このストが革命運動に発展する危険 あるという。当市の電車は昨日から運休 、新聞社の職工もストに入ったため発行を停止 ている（内田大使より本野外務大臣宛
　
電報［第二一四号］ ） 。
三月十二日（２・
27）……………
 昨十一日、当市において警備についている兵士のなかに、群集を解散させるために発砲した者がい 、大勢がでたという。同日、露都の軍管区司令官は諭告を発 、労働者に厳命した。
　　　　　　　　　　　　
 　
ちかごろ各工場の労働者は、ストをおこなっているが、これは敵に買収された反逆人のことばを聴き入れたもので
ある。それに同調することは 敵国をたすけ ことであり、わが祖国や戦場にいる同胞に むくことを意味する。
　　　　
 　
十二日からその職につかねばならぬ者が、明日十三日まで職場にもどらないとしたら 直ちに兵役 課し、戦地に
送るとのことである。
　　　　
 　
本日のお昼ごろ、高田商会の主任・牧瀬は、用務 ため兵器工場を訪問ちゅう、流れ弾にあたり重傷をおいました。
委細は調査ちゅうです（内田大使より本野外務大臣宛
　
極秘電報［第二一六号］ ） 。
この日の午前十一時ごろより、軍隊の一部もスト決行中のデモ隊に加わり、市内の各所において警官や将校を狙撃したり、危害をくわえるよう
になった。形勢はおだやかでなく、暴動者のなかには「赤旗」をもって市内をうろつく者もいた。
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暴動の一つの中心は
―
日本大使館の近くにある兵器工場であった。風説によると、暴動に加わったのは予備工兵一大隊と歩兵四連隊であり、
同工場を襲撃ちゅうという。
ペトログラードの騒
そう
擾じょう
（騒動）の情報をえるために、日本大使館の館員や陸海軍の駐在武官らは、聞き込みにおおわらわであった。流言も飛び
かい、真偽のほどがわからなかった
午後三時ごろ、 「地方裁判所」 （兵器工場のそばにある）が放火され、また近くの「監獄」が襲撃され、囚人はすべて解放された。翌三月十 日（２・
28） 、露都の暴動は、しだいに革命的様相をおびてきた。近衛歩兵の大部分も暴動に加わり、兵卒らは「赤旗」をひるがえ
して市内を横行し、市内は無警察の状態にあった。この日の夕刻までに日本大使館が知りえた革命運動の状況は、左記のようなものであった。
一
　
 各方面において、警察官と革命派が衝突している。市内の警察署は、焼かれ、海軍の司令部、警視庁は暴徒におそわれ、宮内大臣の官邸は焼き払われた。
二
　
貴族、教授ら十数名の上院議員は、連署して皇帝に電報を送り、信望ある国民をもって組閣する旨上奏した。
この閑話（むだばなし）は、内田大使の外務大臣宛の報告によったも である。ヨーロッパ史上、一九一七年三月（ロシア暦二月）の革命
―
二月革命が重要なのは、これによって三〇〇年つづいたロマノフ王朝が終えんを
むかえ、専制政治がおわりを告げたからである。ロシア経済は 十九世紀末以降、年平均五％の成長をとげたという。ロシアは世界一の穀物生産国・輸出国であり、鉄鋼や石油の産出量もいちじ しかった。
一九〇五年（明治
38年）一月に、第一次革命がおこったとき、ニコライ二世はわずかの譲歩をし、不平等な選挙制度にもとづく、権限をもたぬ
「ロシア帝国議会」 （ドゥーマ）を創設することで難局を乗りこえた。が、ロシア社会は脆
ぜい
弱じゃく
な部分をかかえたまま、第一次世界大戦（一九一四・
七・二八～一九一八・一一・一一までつづく）に巻き込まれていった。ロシア政府の見込みちがいは、つぎのよ なものであった。
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一
　
 この戦争は短期間でおわると予想していた。だから遠征用の軍事物資は三ヵ月分しかなく、のちに弾丸不足をきたす部隊が続出した。
一
　
 通商路（海峡）をとざされ（イギリス海峡は二月以来ドイツの潜水艦によって封鎖されている意か） 、経済封鎖にあった。
一
　
 開戦後半年で、鉄道網が崩壊し、全機関車の
１
―３は使いものにならなくなった。産地から農産物を送ることができなくなり、大量の野菜や穀物は
くさるまゝにされた。
一
　
 大半の工場は軍需品をつくるようになり 国内市場は混乱した。
一
　
 民衆は深刻なもの不足、インフレに苦しめられた。
 
（
ニコラ・ヴェルト著遠藤ゆかり訳
　　
『ロシア革命』創元社、平成
16・８、一八～二二頁を参照） 。
ロシアの二月革命を惹
じゃっき
起したものは、一般にパン不足、食糧不足であるといわれている。が、当時この国の食糧品不足はそれほど深刻であった
のか。じっさいはどうもそうではなさそうである。前年は穀物の収穫が多く、専門家の計算では、二年間ロシア人を養うことができる十分な食物があったという。大戦前、ロシアは多量の穀物をドイツへ輸出していたし、いまは戦争によってそれが杜絶しているが、食糧にこまるということは考えられなかったのである。
すると何にその原因があったのか。ペトログラードにおける食糧品不足は、交通機関調節の不備にあったのである。大戦が勃発してから、ロシ
アの物質の輸送機関は、他の国々ほど完備していなかった。戦時下の労働者は、金はあっても食糧その他の必要品を容易に手に入れることができなかった。
露都の郊外に出ると、そこは森林である。薪はたくさんある。が、それを運ぶ車馬は、軍に徴発されているから、それを運ぶ方法がない。田舎
の駅舎には、薪や野菜などが、雨ざらしになってい 所 ある。おまけに地方から大都市、首都に食糧や燃料を送りたくても、降雪や吹ぶきのせいで、汽車はうごかせない。またポーランドがドイツに占領されたために、同 から難民が、ペテログラードに入り込むようになり、人口増加をきたし、食糧品の欠乏が進行した（ 『報知』３・
18付、 『大朝』３・
19付、 『時事』３・
19付、 『東日』３・
22付、 『時事』３・
22付、 『東朝』３・
24
付を参照） 。
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一
　
外交官補
　
芦田
　
均のロシア革命目撃談
芦田は、最初の赴任先の露都において、はからずも歴史的なロシア革命と出会うことになった。三月八日（ロシア暦２・
23）―
朝かれはフランス河岸三〇番地の下宿を出ると、日本大使館にむかった。この日の朝はめずらしく、すきとお
るような青空から、太陽の光がさんさんと降りそそぎ、それが凍ったネバ川のうえで反射していた。大使館の建物から二、三百メーターほど行くと、アレクサンドル二世橋（別名・リティヌイ橋）があって、それが都心地区と対岸のウィボルグ
 V
uiborg という工場地区とをつないでいる。
この橋の上をストライキ参加者の群集 、リティヌイ
 L
iteini P
rospekt 通りにむかっていた。
河岸の大通りを、コサック騎兵が速足で通りすぎてゆく。ウィボルグ区では、パン屋が襲われた 通行人が話している人々の表情に不安の色がただよっている。デモに加わる人の数がだんだんふえ、リティヌイ通りからネフスキー大通り
 N
evski P
rospekt にあふ
れているという。大使館にやってくる日本商会の人たちの語る街の様子によると、一、二ヵ所でピストルの音がきこえた。が、夕方には人影がうすれ、静かな一日がくれたという。ハバロフ司令官は布告をだし、 「小麦粉は予定どおり到着、それぞれパン屋へ配給されている」と告げた。しかし、パン屋の中には、店を じて、仕事を休んでいるも も出てきたようである。
夕食の約束があって、こ 街で有名な「ドノン」
D
onon （
pyévtcheski 橋にちかいモイカ二四番地）というレストランに行った。が、店はふだ
んどおり、客でいっぱいだった。晩さんをおえてから、代議士スヂェンコ宅を訪れた。家族が応接間にあつまり、昼間の出来事について話しあっていた。―
いったいどうするのか。
と、主人に尋ねると、―
問題は政府の手にまかせておけないから、議
ドゥーマ
会で食糧委員会をつくり、しごとを引きとろうというのだが、こうなってから果たしてうまくい
くだろうか。
スヂェンコ氏は、いっこうに平気なようすだった。そしてつぎ ようにつけ加えた。
―
政府もいよいよ事態の急迫して ることをみとめ、明日は議会とゼムストウォと、その他の団体を召集して、食糧補給案を講ずることにした。
それも一策だろう。
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親類の者が二、三人あつまってスペ（夕食）をはじめている。わたしは娘さん相手に十二時ごろまでブリッヂをやった。三月十日（土）
―
この日もストはつづいた。陸軍記念日（奉天における日露大会戦の勝利［明治
38・３・
10］を記念して設けた祝日）であっ
たので、石坂少将のところで夕食をとった。八時半から日露協会の総会があった。九時半ごろ、アウエルバック夫人の家でブリッジをして遊んだ。午前二時ごろ就寝。
三月十一日（日）
―
気温は零下五、六度である。午後、食事をおえたのち、外出した。ニコラエフ駅前の「ズナーメンスカヤ・ホテル」にい
る、今村君（不詳）をたずねるつもりであった。リティヌィ通りは、かなりの人が出ていた。しかし、電車も馬車もみかけない。ネフスキー大通りにいたると、一小隊ほどのコサック兵がいて、群集を追払っていた。しばらくすると小銃の音が た。
いったん引き返し、ズナーメンスカヤ・ホテルにいたると、そのまえでコサック兵が群集を追っ払っている。兵士が一列にならび、そのうちに
二列で立ち射ち（立ったまゝで小銃をうつ）をはじめた。ネフスキー大通りでも銃声がする。―
お前の兄弟をうつ兵隊があるか！
といった叫び声や―
ドイツ人をうて！
と叫んで通る女もいる。
その間に赤十字のマークをつけた救急車が通ってゆく。食後、知人宅をたずねるつもりであったが、ネ
フスキー大通りは 行止になっていて、やむなくミハイルスキー座に飛び込んで芝居をみた。それがはねてからネフスキー大通りに出ると、街灯はほとんど消えており、人通りもまばらであった。サドーバヤの通りでは、野戦用の探照灯が、さみしい通りを照らしていた。ときどき長い槍をさげたコサックの一隊が通っていった。
フランス河岸の下宿まで、歩いてもどった。三月十二日（月）
―
朝、十一時ごろ大使館にいくと、リティヌイ通りの兵器工場で銃声がするという。
十一時半、高田商会の者がやってきて、牧瀬氏が殺されたというニュースを伝 た。兵器工場付近一帯で
正面はバリケードと兵器工場（リティヌィ通り）
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午前二時、大使館を出て帰る途中、大学生が革命派の「布告」 （ビラ）をよこした。それには、すでにペテロバウロフス要塞が落ちたこと。議
会が解散し、十二名の委員がえらばれたことなどが記してあった。
三月十三日（火）
―
朝八時におき、大使館へいった。市内はしずかである。兵器工場ちかくのセルギエフスカヤ
 S
ergievskaya 通りの辻にバ
リケードをつくり、そこに大砲がすえられた。輸送機関はすべて兵によって押さえられてしまった。
革命派が『イズベスチャ』という小新聞をだしたので、それをもとにして本国に打電した。丸毛一等書記官は、フランス大使と会い、なにか変
ったニュースはないか尋ねたと ろ、ロシア官邸筋の情報として、明日皇帝は、ツアールスコエ・セーロ（現・プーシキン）に帰還の予定であり、大臣の辞職は聴許せられなかっ いう。
兵士は警官をさがし出しては殺し、また宮廷派の人 拘禁している。ツアールスコエ・セーロの狙撃第四連隊、シベリアの二個連隊もみな革命
党に加わった。送信のしごとが多く、大使館で夕食をとり、午前一時ごろまで電報を打った。
三月十四日（ロシア暦３・１）
―
『イズベスチャ』という小新聞によると、露都はもうほとんど革命派の手中にあるという。セルジオ・エリ
セーフ（エリセーフ高級食糧店の御曹司、日本へ留学し 。ハーバード大教授をへてフランスに帰化した）がやってきて、革命の成功を大いによ
銃声がきこえる。そのうちにこの工場のそばにある地方裁判所から炎があがった。
工場が襲われたとき、所長は通りに出、群集にむかって熱弁をふるい、降伏するよう勧めた。が、二発
銃弾を打ちこまれ死亡した（
Illustration, ３・
12付記事） 。
抜刀し銃剣をつけた兵をのせ、 「赤旗」を立てたトラックが通ってゆく。そのつど群集は、かっさいを
送る。
夕食をとるためと、電報を送るために リティヌイ通りに出ようとすると、また銃声がする。とても電
報局まで行けないので引き返すことにした。通行人は兵となれなれしく話をしている。兵士の話によると、士官と将官はみな逃げ出したという。夜、ネバ川のむこ で火事がおこり
）（1
（
、 （ネフスキー）の大通りでは、
掠奪がはじまったという。
革命を指導した大学生
Isaac F. Marcosson著　The Rebirth of Russia, 
1917年より。
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ろこんでいた。二人で街路を歩いていたとき、隊伍を組んだパウロスキー連隊やフィンランドスキー連隊の兵士らが、軍楽を奏しながら帝
ド
国ゥ
議ー
会マ
のほうへいった。民衆は〝赤いリボン〟をつけて 見物しながら歩いているが、トラックの上の兵士や隊を組んでいくすがたをみると、かっさいを送った。
しかし、革命派は秩序のない労働者と兵士のあつまりにすぎず、芦田のみるところ、かれらは日比谷の暴
モ
徒ブ
となんら変らないものであり、嫌悪
の念がこうじたという。夜、十二時ごろまで電報を打った。
三月十五日（３・２）
―
この日は風のある寒い日であった。昨日手に入れた小新聞をもとに、電報をうった。朝から滞在客がやってきてしご
とのじゃまをされたが、夕方ようやく暇になり散歩にでた。
帝ド
国ゥ
議ー
会マ
のちかくから、セルゲフスカヤ
 S
ergiyeskaya の方面までいった。のちショ
アゼ夫人宅をたずねた。大使館にはその後何のニュースも入らなかったので、夜十時ごろ下宿に帰った。
三月十六日
―
大使館へいったら、皇帝が退位し、アレキセイに譲位したことを知った。
ちなみに
 T
he N
ew
 Y
ork T
im
e 紙（３・
17付）は、大見出しで「ロシアのロマノフ王朝終えんをむかえる。皇帝の退位につづき、ミカエル大公
も退位。憲法制定会議が召集される」とい 記事をかかげた。
三月十八日
―
この日から馬車がちらほらうごきだし、商店もすこしずつ開くようになった。新聞も発行をはじめた。人通りも多くなった。
三月二十一日（水）
―
英米仏伊の四ヶ国は、この日の午後、ロシアの新政府を承認した。日本政府は同月三十日に承認した。
三月二十六日
―
革命により、ソヴィエト（労働者や兵士からなる）の委員がいばり、威勢をふるうようになった。これらの連中は、 「ミハエ
ル」
M
ichael 座（ミハイルスキー座のことか）の皇族席で、ふんぞりかえっていたようだ。芦田は〝成り上がり者〟のそのような姿をみると、王
朝時代のみやびやかさをしみじみなつかしくおもっ 。
露都特派員の先達
　
二葉亭四迷。
いつごろから邦字新聞の特派員が露都に在勤するようになったのか寡
か
聞ぶん
にして知らぬが、明治末年に二葉亭四迷がサンクト・ペテルブルグで約
九ヶ月くらしている。かれがシベリア鉄道をつかい、陸路露都入りした は、明治四十一年（一九〇八）七月十五日の朝であ かれは聖イサーク寺院のむかい側にある「オテルダングルテール」 （ 「イギリスホテル」ボズネモンスキー一〇番地） ひとまず旅装 とくと、数日を下宿さが
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しに費やした。その結果、あまり気には入らなかったが、
―
ストリャールヌイ横町一三番館四〇号室を一ヶ月四〇ルーブリで借りることにした。
そこは貧乏横町にある安下宿屋であった。
へやは、十畳ほどの広さの一間であった。家具付でなかったからベッド・机・イス・長イス・鏡・ランプなど、一とおりの道具を備えねばなら
なかった。かれはベッドをへやの片すみにすえると、それをついたて（仕切りの家具）のようなもので囲った。朝はパンと紅茶、カンズメ（イワシ） どですませ、昼食をぬき、のちに夕食をたのんだ。
着任後、かれは〝白夜〟のせいで不眠症・神経衰弱になやみ、のち肺炎をわずらったりした。が、肺結核が悪化したため帰国を決意した。翌明
治四十二年（一九〇九）四月十日、ロンドンより日本郵船 賀茂丸（六〇〇〇トン）に乗船し、故国へむかったが、五月十日ベンガル湾上において亡くなった。その遺骨が新橋についたのは五月三十 であった。……
外地における特派員は不自由な生活を強いられる。武器とする語学力と強じんな体、不屈の精神にめぐまれぬかぎり、とてもつとまる仕事では
ない。二葉亭のばあい、ロシア語にはよく通じていたが いかんせんその体は渡欧まえすでに病魔にむしばまれていた。
一
　『時事新報』の特派員
　
播磨楢吉の報告
当時、ペトログラードに駐在していた播磨の報告は、危険を犯しじっさい市街に出、じぶんの目でみた実歴談であり、微に入り細にわたってい
る。露都の工場労働者は、三月八日をもってストライキをお 、ついでそれは示
じ
威い
運動（デモ）に発展し、 「赤旗」をひるがえすことになった。
そして数日後 十二日にいたり、軍隊はみな反旗をかかげ労働者といっしょになり、露都を占領 るにいたったという。
ロシア人にとって飯
めし
といえばパンである。人間のからだをうごかし、生命をつなぐものは飯（パン）である。露都ではパンは不足気味であった
が、それを手に入れるのにそれほど苦労はなかった。麦粉が少 いため、パンをたくさん焼くことができず、生産高がいちじるしく減少 、店にならべてもすぐ売り切 た。
しかし、一月以来、パン不足は深刻になった。多くのパン屋は戸をしめ、張り紙をだした。 わく
―
「麦粉がないため、パンはありません。 」いま露都でパンを店先で売っている ころは数軒という。そ をうる めに民衆 、難儀 しのばねばならなかった。
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零下一〇度から二〇度の極寒のなかで、パンを買うために二、三時間立っていなければならぬ。店が開く四、五時間まえから、数百名の男女が
寒風にさらされながら待っている。
パンの欠乏は、労働者にひじょうな不安とパニックと怒りとをあたえた。露都にパンの原料である麦粉が、平時にくらべて不足しているのは事
実であるが、まったくないわけでない。かなりあるといううわさがある。
麦粉や砂糖やその他の日用品を隠匿し、民衆をこまらせ、かれらの不平不満をあおって、ドイツと単独講和をむすばせようとする陰謀があると
の流言がある。下層の人民は飢えに迫られて るのに、上流社会の人間は何らの不自由も感じていなかった。
特派員の播磨は、三月八日の昼ごろ、不穏の空気の報に接したの すぐに宿をとびだした。リティヌィ通りからアレクサンドル二世橋をわた
り、ウィボルグ区のほうに行くと、大勢の労働者が街路にあつまっている。騎兵・憲兵・兵などが往来している。労働者の群れは橋をわたり、リティヌイ通りをへて、露都の中心ネフスキー大通りにむかおうとしていた。
デモ隊が武器工場のあたり
―
セルギエフスカヤ
 S
ergievskaya 街とリティヌィ通りとが交差する地点に来たとき、士官に引率されたコサック
兵の一隊が群集をさえぎり、 「帰れ」 「帰れ」という。コサック兵は長ヤリを光らせていた。憲兵も軍隊も警官も、デモ隊を追っ払おうとしている。行く手に立ちはだかる者にたいして群集は、「パンをあたえよ！」と連呼絶叫する。そのうちに日はだんだんと暮れ、デモ隊はついに三々五々散っていった。夜になると、リティヌィ通り側とウィボルグ区 各所に憲兵や警官が配され 警戒にあたった。これがパンに泣く労働者のデモの第一日目であった。翌九日になると、形勢はますます険悪になった。三月九日
―
早朝から市内は不穏な報につつまれていた。午後一時ごろ、ネフスキー大通りのカザンスキー
 K
azanski 大寺院の広場に、すでに
数万の群集がいた。かれらはニコラエフ駅のほうにむかって押し進んだ。群集の七割は男子、三割は女子であり、いずれも労働者である。そ 中には各種高等学校の生徒、多数の大学生のすがたもあった。デモ隊は「赤旗」をかかげ、革命歌をうたい、その合間に、―
親独政府をたおせ！
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とか、―
ロマノフ家滅亡！
とさけんだり ときの声（士気を鼓舞するために発する声）をあげたりした。
数万の大群は、おとなしく進み、ゴスチヌィ・ドヴォール
 G
ostini D
vor （市場兼百貨店）の前までくると、数名の士官がひきいるコサック兵が
群集をさえぎった。が、群集は軍隊のあいだを潜
くぐ
り抜けて進もうとする。コサック兵は前からもうしろからもやって来て、群集をけ散らそうとす
る。
ときどき男は、帽子をふり、コサック兵を迎えて、
―
ウラー（万歳）！
　
ウラー（万歳）！
と絶叫し、女子は白いハンカチをふる。
貴族出身の士官は、おそろしい剣まくで軍隊を指揮 ている。
が、兵卒はしかたなく群集を追っぱらってい ように思えた。
群集の大半は、軍隊に追われながらニコラエフ駅まえの広場に落ちあったとき、すでに日が暮れていた。かれらは駅前でわかれて、めいめい居
住地へとむかった。 し、アレキサンドル三世の銅像のまわりに集合した群集は、ときどきときの声をあげる。銅像の石段のうえで数名の労働者の弁士が、かわるがわる姿をみせると、熱弁をふるった。演説がおわるつど、ときの声があがる。
コサック兵が駆けてきて、銅像のまわりの群集を追いまくるが、またも のように集まる。まるでいたちごっこである。午後八時をすぎたころ、
労働者の群れは離散した ネフスキー大通りに 見物人がみられ、がや やしている。また各要所に、憲兵が立ち番をしている。さらに数十名のコサック兵が、たえずネフスキー大通りを行ったり来たりし、警戒している。
この日議会では、夜九時に緊急会議がひらかれ、食糧問題について話しあった。露都軍管区司令官ハバロフ中将は、布告をだした。目下、首都 麦粉がじゅうぶんあるから、パンが欠乏することはないはずだが、市民のなか
には万一のことを考えて、パンを買い込む者がいるので足りないのであろう、とい しかし パンはやはり足りないのである。パンの不足はいよいよ深刻になった。
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三月十日
―
市に騒動がおこって三日目である。午前七時ごろ、数千名の労働者は、前日、リティヌイ橋側で憲兵によって斬り殺された労働者
の棺をかつぎ、ネフスキー大通りを行進した。この日も前日とおなじように人の群れはどんどん大きくなり、数万人を超え、カザンスキー大寺院の広場にあつまると、昼ごろからうごきだした。かれらは革命歌を勇ましく歌い、ときどきときの声をあげて進んだ。
この日官憲は、ひじょうに警戒を厳にし、大勢の騎兵を動員した。群集がゴスチヌィ・ドヴォール（市場）のまえにさしかゝったとき、数十騎
単位にわかれたコサック兵二百名ほどが、数名の士官に指揮されて、前からもう ろからも、抜剣して群集の中を駆けまわった。コサック兵は、そのサーベルをもって斬りつけることはせず それを振り回して群集をおどすのである。
これと同時に一中隊ほどの歩兵が、群集のなかに割り込んで、立ち射ちの姿勢をとったが、発砲はしなかった。しかし、見物人は、武器をもた
ぬ労働者と、武器で身 かためた軍隊がいまにも衝突するのではないかと、は らした。
この日は多数の軍隊が出動したために 群集は前進することができず、ネフスキー大通りとサドワヤ
 S
adovaya 街が交わるところまで進むと、
そこからあとにもどり離散した。
またこの日は、電車はうごかず、また新聞も発行されなかった。三月十一日
―
労働者のデモはなかった。官憲は市内の至るところに
哨しょう
兵へい
（見張りの兵士）を配
置していた。ネフスキー大通りでは、コサック騎兵がたえず往来していた。この繁華街は、夜になっても街燈を点じなかったので、まっ黒やみであった。ときどき銃声が た。いろいろな流言が飛びかった。
ネフスキー大通りで、数十名が射殺されたとか、どこそこで軍隊と労働者が衝突したとか……。三月十二日
―
軍隊がデモ隊に呼応し、反旗をひるがえした（謀反をおこした） 。
この日の朝、特派員の播磨は、下宿の周辺でただごとならぬ銃声と騒音を聞いたので、とりあえず
外に出た。かれの宿のすぐまえは、兵営である。街路に出てみると、大勢の軍隊が の声をあげ、
ネフスキー大通りの群集
Stinton Jones 著　Russia in Revolution, Herbert 
Jenkins Limited, London, 1917 より。
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やオランダの銃に工夫をくわえて、明治十三年［一八八〇年］に完成した軍用小銃）をもっている者がいたことである。
隊列が進むにつれて、附近の兵営からも、兵隊たちが銃をもってぞろぞろ出てきて行列にくわわる。播磨は兵のひとりに、これからどこに行く
のかと聞くと、一隊はリティヌイ通りにある武器工場を占領し、もう一隊は要塞（ペトロバウロフス要塞）にむかうのだといった。
四千名ほどにふくれた軍隊は、武器工場を包囲し、構内に
闖ちん
入にゅう
した。このとき廠内にいた士官たちは、命からがら逃げた者もあれば、おとな
しく剣やピストルをわたした者もいた。武器工場長・マッソーフ大将は このとき殺された。お昼すぎ、商用で同工場にきて士官 話をしていた高田商会の代理人・牧瀬豊彦（種ヶ島のひと。明治三十九年［一九〇六］東京高等商業学校［現・一ツ橋大学］卒）は、何ごとかとその将校と窓の外をのぞいたとき、叛軍に頭部を打ち抜かれ、むざんな最期をとげた。ロシア将校 顔をねらって発射したが あやまってその弾が牧瀬 頭額部に当った である。
反乱軍の一隊は、アレクサンドル二世橋をわ り、ウィボルグ区へいくと その方面から多数の労働者がやっ 、軍隊と合流した。労働者
のなかには銃をもっている者もいた。午後一時ごろ、叛軍と労働者はウオスクレセンスカヤ川通りにある「監獄」を破壊し、政治犯を解放した。
叛徒はリティヌイ通りの武器工場あたりを本陣とし、ここに集合した。かれらは工場に侵入したとき、ライフル・ピストル・機関銃・弾薬など
をうばった
）（1
（
。叛軍のなかには将校はいない。みな逃げてしまったのである。また市内には警官も憲兵もいない。もし見あたると、銃殺されるか抑
留されたからである。
市民が往来している街では、店はあいていた。叛徒は一戦をもまじえないで露都全体を占領した。軍隊と労働者がむつまじく一つになって市内
を警戒した。叛徒は官庁 自動車を徴発すると、そこに兵士と労働者がのって、 「赤旗」 掲げて市内を疾走した。それにたいして男は帽子をふ
空中にむけて発砲している。何があったのか、と尋ねると、軍隊が皇帝にそむいて兵をおこし、上官を殺し、労働者に呼応したのだという。将官や将校が殺
や
られたと取りざたされていた。
ズナーメンスカヤ街とキーロチナヤ街の角にあつまった数千の軍隊は、手に銃剣をひっさげ
てリティヌイ通りにむかって進んだ。播磨も軍隊のあとについて行った。軍隊の数は多いが、みな銃剣をもっているわけではない。銃も新旧まざっている。播磨の注意をひいた は、なんと日本の〝村田銃〟 （村田
経つね
芳よし
［一八三八～一九二一、明治・大正期の陸軍軍人］がフランス
流弾によって死亡した高
田商会の牧瀬豊彦（39歳）
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り、女子はハンカチをふった。
市内の各連隊、工兵隊もみな労働者に組みした。この日、火をつけ破壊された建物は、つぎのようなものである。
露都地方裁判所
　　
（兵器工場のむかい側にある）
警察署
　　　　　　
（ニコラエフ駅 近くにある）
露都刑事局
　　　　
これらの建物ばかりか、その物品、書類のいっさいは、街上に放りだされると、すべて燃やされた。陸軍のペテログラード駐在武官であった小田切政純（少将）は、二月二十七日（３・
12）露都を出発し、帰国の途についた。シベリア鉄道を利
用し、途中各地に立ちより、三月十八日の朝
―
釜山より下関に着き、それより列車にて上京した。同人の観測によると、ロシアの革命は、一、
二年まえから、その徴候があったという。政治的、社会的の潮どきに戦時の生活難といった潮流をえて、波がはげしくなり、ついに爆発したのがこの革命だという。ロシアは物質があっても、交通運輸の機関が、敵国（交戦国）ほどには備わっていないばかりか、物質の配当が平等にできな
い事情があるという。
ペテログラードを出発する前日
―
二月二十六日（３・
11） 、いよいよ革命がおこるというので、
人は先をあらそって食糧品を手に入れようとしたという。
小田切少将が露都を出発した日、埋花畦人（ペンネーム）という通信員は、ロシアの暴動は機関銃
などを持ちだすので、市街のようす み 外へ出るのは危険だと注意をうけていた。そのため二月二十七日（３・
12）は、下宿の一室ですごすつもりであった。が、おなじ下宿に逗留している知人（日
本人？）が、買物に出る必要があって同行をもとめた。記者（埋花）は好奇心にかられ、二人ででかけることにした。
ネフスキー大通りの通行人は、平日と変らなかったが、警官の姿が多く、厳重に警戒していた。う
焼け落ちた警察署（ペテログラード）
Isaac F. Marcosson 著 The Rebirth of Russia, 
1917 より。
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わさとは異なり、いささか拍子ぬけがしたという。この大通りのはてまで歩いてみたが、別段暴動らしいものと出会わず、買物をしてエカテリン第二世銅像の近くのレストランに入って昼食を った そ とき突然、通りがさわがしくなったので、食事をしていた者は窓に寄り、おもてをみた。大勢の警官が、若者や学生や労働者を数名ひきづ て来て、交番の中に入れようとしていた。そ まわりには群集がむらがっていた。
三月十三日（ロシア暦２・
28）―
この日は、ロシア国民にとって新しい時代のはじまりであった
）（1
（
。状況は、前日とほどんど変わらなかったと
いう。依然として、電信・郵便・電車もない。ペテログラードは民衆の支配のもと 維持されている。商店のうち、食糧品店は営業していた。
ときどき士官が街を歩いていると、十七、八歳の若者や女工から呼びとめられ、身体検査された。帯剣しておれば、サーベルを取りあげられ、
ピストルを所持しておれば それを取りあげた。もし労働者のなかにサーベルをもっている者がいたとしたら、それは士官から奪った である。
露都にある目ぼしい建物は、民軍によってことごとく占領された。
議事堂
　　　　　　　　　　　　　　　　
ワルシャワ駅バルチック駅ニコラエフ駅
駅舎
　　　　
（露都に七ヵ所ある）
　　　
フィン ンド
帝国銀行
　　
（サドヴァヤ一九番地）
　　　
ツァールスコエ・セーロ駅セストロイエック
　　　
イリノ カ駅
　　　　　　
官庁
この日大本営にいた皇帝は、ツアールスコエ・セーロに帰還した。下院議長ロヂャンコは、皇帝にたいして市内に騒乱がおこり、事態が深刻で
あること、国民の信望ある者に新内閣をつくらせることを電報をもっ 要請した。が、皇帝は答えなか た。
やがて首相や各 臣は、辞職したり 逮捕されたり、幽閉されたりした。この日、臨時委員会が組織され、親独的な旧政府を廃し、新政府を樹
立するという決議をした。
第一次臨時政府は、ゲオルギー・リヴォフ公を首相として三月十七日（ロシア暦３・２）に誕生した。 、ニコライ二世は民衆の反乱が勝利を
収めたことを理解しておらず、ペトログラードの軍管区司令官に、反乱 収束させよ、といった命令を 返して た。
政局のカギをにぎっているのは、ソヴィエト（評議会）でなく、国会議員による臨時政府であることがわかると アレクセーエフ最高総司令官
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は、王朝の存続の保証をうるために、ニコライ二世に譲位を勧め、結果において弟のミハイル大公が皇帝となった。しかし、この知らせは、兵士や労働者を激怒させ、ふたたび無政府状態に陥る危険が生じたので、一九一七年（大正６）三月三日（ロシア暦３・
18）ミハイル大公は、譲位証
書に署名した。
ここにロマノフ王朝は、終えんをむかえた。それを知った民衆は、各地で歓迎のデモをおこなった。一
　
モイカ運河の住人
　〝埋花畦人〟の報告
ロシアに二月革命がおこった当時、首都ペテログラードには、百数十名の日本人（大使館員、駐在武官、商社員、新聞記者）などがいたらしい。
『東京朝日』に、埋花畦人のペンネームで、大正六年（一九一七）五月一二日から二〇回にわたって連載されたのが「露都革命見聞録」である。同人は朝日新聞の特派員ではなく、いわば臨時 やとわれ記者（
h ハックack w ライター
riter ）であったかとおもわれる。
元『東朝』の特約通信員であった上田仙太郎（ペテログラードの日本大使館の通訳官・三等書記官）が、今井政吉に通信のしごとの代役をたの
んだようである。
この記者はきわめてユニークな記録をの したが、その人物像は多少謎めいている。本名は今井政吉という。明治十六年（一八八三）に生まれ、
昭和三十九年（一九六四）に没した。東京帝大の社会学科を出たのち（明治
42年） 、三井物産に
入り、大正三年（一九一四）四月三井物産駐在員としてロシアにわ り、モスクワやペトログラードに滞在し、大正六年（ 九一七）九月（あるいは十月）帰国した。これがその略歴である。
ペテログラードでは、 「モイカの堀割（運河）に沿うた某ホテル」に住んだという。ペンネー
ム〝埋花畦人〟は、モイカ
 M
oika 運河をもじったものである。
つぎにしるすものは、今井の通信文を筆者が抄訳したものである。
三月七日（ロシア暦２・
22）……
 官営のプチロフ工場がストを断行した。罷業した（しごとを休んだ）労働者の群れは、市中をうろつき、パン屋やドイツ系商
埋花畦人こと今井政吉の下宿があったモイカ
運河。
Théophile Gautier 著  Russia, vol. I, The John 
C. Winston Co, Philadelphia, 1905 刊より。
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午後三時半ごろ、ネフスキー大通りの西部ポリツェスキー橋のちかくに、龍騎兵の一隊が街路をふさいでいた。か
れらはあら馬にのり、灰色の毛の帽子をふかくかぶり、右手に長い槍をもっている。淡褐色の外とう上には、小銃を斜めに背おっている。鞍の前に綱袋をつけ、その中に馬糧が入っている。東の方からコサック騎兵の一隊と騎馬警官の一隊とがやって来て、一つになり街路 おおった。
　　　　　　　　
 　
ネフスキー大通りの東をのぞむと エカテリン二世の銅像まえのあたりに、暴徒の一隊が黒山のように押しよせて
くる。そ 中心に「赤旗」がみられる。群集は西にむか て進む つれて、ますますその数はふえ、軍歌をうたい気勢をあげている。 「赤旗」も二本にふえた デモ隊の多くは労働者から成るのだが、その中に青帽の大学生、婦人すがたもまじっている。群集はサドワヤー
 S
adovaya 広場をすぎ、市役所の塔のしたにさしかゝったとき、軍隊と接
近したので立ちどまった 手をあげ、帽子をふって「ウラー」 「ウラー」と叫んでいる者もいた。
　　　　　　　　　　
 　
そのときバリ〳〵〳〵といった、豆をいるような銃声がしたので、わたしは地にふし、はうように近く 辻へ逃げ
店を襲った。群集は大学生などに煽動され、ますます暴徒化してきた（埋花畦人「
露都
　
革命見聞録（四） 」 『東朝』５・
15） 。
　　　　　　　　　　　　　　　
 　
九日（２・
24）にいたって、武器工場の職工も暴動にくわ
わり、形勢はますます不穏となり、憲兵・警官は軍隊と協力し、市中の警戒にあ った。政府は食糧の補給にいろいろ策を講じたが、さわぎ おさ らない（埋花畦人） 。
三月十日（２・
25）………………
 ペトログラード軍管司令官であるハバロフ大将は、この日告示を発し、民衆の集会を禁じ、 かざるばあい、武力に訴えること 宣言した。
三月十一日（２・
26）……………
 この日ふたたび諭告（さとしつげる言葉）が発せられた。ストライキは敵に通じた叛逆者 わざであるから、各人は職場にもどるべし。なお職に復帰 ないばあいは 強制的に戦場に送ると威かく た。
ペトログラードのネフスキー大通り
Théophile Gautier 著　Russia, vol. I, The John C. Winston Co, 
Philadelphia, 1905 より。
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こんだ。群集もうおうさおうに逃げまどい、混乱をきわめていた。銃声はなりやまず、今井はようやくホテルに帰り落ちつくことができたが、その後どうなったかわからない（埋花畦人「
露都
　
革命見聞録（四） 」 『東朝』５・
15） 。
　　　　　　　　　　　　　　　
 　
同日（２・
26）の午後五時ごろ
―
シベリア鉄道で露都に入った日本人が九名いた。かれらの荷物は大小二十数個
あった。ニコラエフ駅に出迎えた久原鉱業会社の出張所員・正親町季董とその同輩は、大勢をつれてぶじに事務所へ行くことは不可能だし、危険だとお い途方にくれた。そこで一行中の二人を荷物の番人にし、すべりやすい雪道を小一時間ほどかゝって夜の九時ごろ出張所についた。取っておきの乾うどん ゆで、一升ほどの白米 たい 、一人あたり二切れの奈良漬（しろうり、大根などを漬けたも ）をおかずに、おそい夕食 とったが、これ ごちそうであった。そのあと着のみ、着のままでごろ寝した。
　　　　　　　　　　　　
 　
十二日の夜、ホテルの窓から街路を見おろし、さまざまの活劇を目撃した。終夜戦闘がつづいた。弾丸のなかを兵
士が走ってゆく 武装した自動車が走る。逃げだした憲兵や警官を狙撃する 建物 上階 街上に発砲している者もいる。
　　　　　　
 　
その見物の最中に、突然兵士がやってきて、室内を臨検された日本人（駐在員）もい （埋花畦人「
露都
　
革命見聞
録（九） 」 『東朝』５・
20） 。
十三日（２・
28）…………………
 朝食をとることができなかった。米はすこし買 てあ たが、薪がなく炊くこと できない。暖炉も薪がなく、みな室内の寒気にふるえていた。飢をしのぐため、日本から到来 た いり豆 かき ちを食べるしかな （埋花畦人「
露都
　
革命見聞録（九） 」 『東朝』５・
20） 。
一
　
公卿
　
正おお
親ぎ
町まち
季すえ
董ただ
の報告
公卿出身の商社員・正親町季董（一八七二～一九四五、東京帝大法学部卒、男爵）は、久原鉱業会社の駐在員（支配人）として、大正五年（一
九一六）から同六年（一九一七）の夏ごろまでペテログラードですごした。かれもじぶんの眼でロシアの二月革命を目撃した日本人のひとりであり、十四年後の昭和五 三〇 九月、当時の日記や記憶をたどって革命の露都の想い出を書きつづった。題して「二月革命見聞記」といい、菊池寛編輯『文藝春秋』九月特別号（昭和５・９）に掲載された。
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いた。
各家のガラス窓は、二重に密閉され、戸外の温度は零下二〇度ほどもあった。第一次世界大戦が勃発してから、露都の物価はじわじわと上がり
つづけたばかりか、物品も欠乏してきた。何よりも毎日の糧のパンを買うのはたいへんであり、零下二〇度の寒空のもと、早朝からパン屋のまえに何時間も立ちつくさねばならなかった。ようやくじぶんの番になり、もう売り切れといわれたとき、老若男女は悄然と帰らざるをえなかった。飢えと寒さにつかれた人間が、とぼとぼと帰ってゆく光景は、何人も涙なしにみられぬものであっ 。
パンばかりか砂糖やミルク、玉子まで不足し、かつその値段もあがった。春から白いパンは手に入らなくなり、ネズミ色したガス〳〵したパン
を砂糖なしの紅茶で胃に流し込むようになった。ネズミ色のパンは、日ましに色が濃くなり、ついに〝黒パン〟になった。
玉子十個………一ルーブルから一ルーブル半。
 
注・当時の一ルーブルは、邦貨で一円ほど。
チーズ…………一斤
きん
で三ルーブリ。
正親町は、通いの女中オリガを雇っていた。彼女はいつも午前九時に下宿にやってきたが 最近ではパンを買うのに手間どり、十一時すぎでな
いと来なくなった。飢えにつかれた市民は、だれもかれもため息をつくようになった。
これは当時ペテログラードにいた駐在武官、外交官、特派員の報告とはちがった一種の
味わいがあって、なかなかおもしろい。いまそれを抄訳したものを、つぎにしるそう。
正親町がペテログラードに着いたのは、大正五年の何月のことか明らかでない。が、革
命がおこった大正六年二月の露都は、寒さがその頂点に達していた。毎日がうす墨色の空であり、灰のような粉雪がたえずちらついていたという。当時、かれはネバ川の対岸アレクサンドロフスキー公園のまえのクロンウエルスキー街 国民館のち くに住み、そこからネフスキー大通りをとおってニコラエフ駅のグーセフ横丁にある久原の出張所へ通って
正親町季董
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いずこの国にも、どんな不景気風がふこうと、またどんなに物不足になろうと、生活にまったく不自由しない富裕層がいるものである。ネフス
キー大通り（東京の銀座）へいくと、りっぱな軍服姿の将校が、何千ルーブリもする毛皮のコートを着た美人をつれて、たのしそうに散歩している。オペラ座は、毎晩うつくしく着かざった男女で大入満員である。また庶民が寄りつけない高級レストランでは、肉でも鳥でも白パンでも、一斤十ルーブリもするキャビアでも望みしだい 禁制の酒すら飲みほうだいなのである。
しかるに働き者の夫や息子を戦場に送った庶民は、半斤の〝黒パン〟すら買えず、飢えに泣いていた。高圧政治に馴らされた無知なロシア人は、いろいろ考えさせられた。風評が風のように伝えられた。食糧品が欠乏しているのは、奸商が買いし
めているからだ。物価が高くなったの ロシアが無益な戦争に荷担したからだ。しかし、はじめのうち何人も食料問題に端を発し 暴動が、急転直下あの大革命に進展するとは想像 しなかった。
二月二十七日（ロシア暦２・
14）―
この日の朝、女中のオルガは、どこから聞いてきたのか、きょうは危ないから外出しないほうがよい、と
いった。月はじめから、人の話題になっていたのは、休会中の議会が再開されるのを待って、国民からある重大な請願が皇
ツアー
帝に出されること。も
しその請願が取りあげられぬ場合、容易 らざる騒動がおこるという のであった。
この日、政府の掲示が辻
つじ
（街頭）に出た。それにはつぎのようなことを書き市民に警告した。
―
いまロシアは国をあげて戦争に従事している。このさい市民は軽挙妄動
をつつしみ、冷静に各自の業務にしたがわねばならぬ。万一不穏の挙動ある者にたいしては 政府は武力をもって臨むであろう。
この日のお昼ごろ、正親町はネバ川の対岸クロンウェルスキーの寓居（か
りずまい）を出ると、電車で川をわたり海軍省のまえで降り、ネフスキー大通りを歩いてニコラエフ駅ちかくの久原の事務所へむかった。
この繁華街の辻
つじ
つ々じ
（十字路）に騎馬警官が二、三名、半個小隊ほどの憲兵
がたむろしていた。通行人 目を光らせ 学生 はとくに警戒 、いちいち
ニコラエフ駅
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行き先をたずねたり、尾行したりしていた。また長い槍をもったコサック騎兵の一隊は、横隊を組んで、かなたこなたに練り歩いているのも、物々しい光景であっ 。
何かあるらしい、といったかねてのうわさを当てにして、この大通りはふだんより人出があった。うわさ話が好きなロシア人は、広場のすみや
辻堂（路ばたの神をまつった祠
ほこら
）のうらで何ごとか私語している。ネフスキー大通りは、ふだんとちがって重苦しい空気がただよっていた。事務
所へいくと、持ち寄った情報で、話の花を咲かせていた。
正親町は午後四時ごろ事務所を出ると、ネフスキー大通りを歩いて家路についた。トロイスキー
 T
oroitzki 街のあたりに来ると、労働者の一団
と二、三の警官が押し問答を ていたが やがて「ウラー」のときの声をあげると、警官の警戒線に殺到した。一人の警官はやにわに抜刀すると、群集のなかにおどりこんできた。すると先頭にい 制服を着た大学生の青年が、肩のあたりを斬られた。が、厚い外とうを着ていたので、けがは大したこ もないらしかった。
けれど白刃をみた群集は、極度におそれ、八方に散った。西洋人は銃砲やピストルをそれほど恐れないが、抜身となると恐怖心がつよいのであ
る。
正親町は、折から通りがかった七番の電車にのると、七時ごろ帰宅した。車窓にみる、警戒にあたっている警官や憲兵、群集の数は、けさより
も何倍もあった。
二月二十八日（２・
15）の朝、 『
ノ（ヌ）
ー
ヴォ・ウレミヤ』のフランス語版をみる。市中のいたる所で警官と群集の小ぜりあいはあったようだが、
珍事はなかった。翌二十九日（２・
16）は、前日ほどの物々しい警戒もなく、ネフスキー大通りはいつも通りであり、散歩の男女が平和らしく往
来していた。
その後、しばらくは何事もなく、平和な日がつづいた。が 三月八日（２・
23）の夕方四時ごろ
―
いつもどおり事務所からネフスキー大通り
を散歩しながら家にむかい、トロイスキー街の角あたりまでくると、むこうからコサック騎兵の一隊が、二列横隊で通りいっぱいになって進んできた。このとき古河のＯ君と会い、ちょ と前にこの先で憲兵と群集の大衝突があったという話をき た。
三月九日（２・
24） 、毎朝オリガがくるまでは朝食にありつけないので、床の中にいた。このごろ正親町は露都の紳士なみに、カフェ・芝居・
音楽会に出かけ、夜ふかしするので、朝は十時ごろにならないと起き った。だから十二時前後に昼食 か 朝食 とっ 。
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ここでかれの借家についてふれてみよう。その家は、大佐相当の主計官の持家という。借りた部屋は二間である。　　
書斎兼寝室……十二畳くらい。
　　
食堂……………十二畳くらい。
書斎は、家具もじゅうたんも粗末なもので、あまり居心地がよくない。食堂は、東側の通りをへだててアレクサンドロフスキー公園に面し、ロシア建築にめずらしい、大きなガラス窓の付いたベランダになっていた。
そこに熱帯植物の植木ばちが二つ三つあった。
気のきいた食器棚が、部屋の片すみにあった。食卓は十人ぐらいはらくに食事のできる広さがあり、ポーランド風の彫刻をしたイスがならんで
いた。
十二時すぎオリガがやってきた。すぐ食事のし くをしてくれた。けさはパンが買えなかったので、懇意の家を二、三軒たずね、すこしづつ分
けてもらっていたのでおそくなったといった。食卓に並べられたものは
―
キャビア
　　　　　　
熊肉のソーセージ
　　　　　
くんせいの魚
シベリアのチーズ
　　
まっ黒のパン（ガス〳〵でまずいもの）
これらは、日本なら金をつんでも食べられぬ珍味である。正親町は、ネフスキー大通りの往復に、エリセーフやグールメといった大きな食品店で、さまざまの珍しいかん詰を仕入れ それをたくわえて
いた。
が、自宅の食事 高くつくので、晩はたいていネフスキ 大通りのレストランやホテルの食堂 すませることが多くなった。しかし、このよう
なぜいたくは、やがてできなくなるのである。
午後一時すぎ家を出て、事務所にむかった。近くの停留所で電車をまっ が、三〇分ほどたってもやって来ない。しかたな カメノオストロキ
ー
 K
am
enno-O
strovski 通りまでゆくと、トロイキー
 T
roitzki 橋の手前から車輌が数十台列をなし、とまっている。辻馬車をひろおうとしても一
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（このさわぎでは、オペラも休みかもしれぬ）と思ったが、出かけることにした。夜七時ごろ事務所を出、平常の五倍もの金を払い、辻馬車で出かけた。オペラはやっていた。出しものは「ドンキホーテ」である。市中では食をもとめる何万もの群集が官憲と対峙しているのに、三千名もの着飾っ
た軍人、紳士、貴婦人がのほほんと芝居見物に来ているのは意外であった。
この夜、市中のいたるところで労働者 集会があり、群集は弁士の熱弁に耳をかたむけ、さかんに「ウラー」の歓声をあげていた。明けて三月十日（ロシア暦２・
25、土曜）は、ロシアの歴史上、もっとも記念すべき日のひとつであった。これまでネフスキー大通りにあつま
ってくる何万もの群集は、とくにこれといった目的もなく、やって来た。が、この日はじめて群集の中に「赤旗」と熱弁をふるう者の姿があった。民衆があつまる中心地帯は
―
、
台も通らない。
とうとう事務所まで歩いてゆくことにした。が、毛皮うらの厚い外とうにかわうそ
0000
の帽子をかぶ
り、氷った雪道をすべってころばぬように進むのだから、職場までたっぷり一時間半はかかった。零下二〇度の寒さを忘れて、額には汗がにじんでいた。
この日、数十の工場からストライキの火の手があがった。ネフスキー大通りには数万の群集があ
つまっていた。好奇心に富んだ見物人もいる。警官や憲兵は、必死になって群集を解散させようとしているが、その数はふえるばかりである
同夜、正親町は事務所のＨと「国民館」 （ニコラス二世が民衆の娯楽のために建てた劇場
―
ア
レクサンドロフスキー公園内にある）の大劇場でシャリアピンのオペラを観るつもりで、ひじょうに苦心して切符を手に入れてあった。
ペトログラードの市街電車
H.G.Wells 著  Russia in the Shadow, Hodder and 
Stoughton, London, 19 ? より。
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ニコラエフ駅前の広場
　　
カザンスキー寺院
ネフスキー大通り
　　
トロイスキー街の角
などである。
この日、ニコラエフ駅前の広場（ネフスキー大通りの東のはしに位置）で、群集と警官が衝突し、一人の労働者がピストルで撃たれ亡くなった。これは革命の開幕をつげる第一発ののろしであった。それが鉛のように重い、露都の空気を震動せ めた。ネフスキー大通り（四露里の長さ）は、日本でいえば東京の銀座である。西は「海軍省」にはじまり、東はニコラエフ駅でおわり、大通りには
華やかな商店が軒
のき
をならべ、昼夜人馬の往来がたえぬところである。ことに午後の三、四時ごろになると、着飾った有産階級の男女が商店のショ
ーウィンドーをのぞいて歩く。夕方になると〝化粧の女〟 （娼婦）が、大めかしで流れあるいたり、カフェーで綱を張り、客をまつ。
露都の各建物や河川を東京 それらになぞらえると、つぎのようになる。
ニコラエフ駅……………………………………………………
▼
新橋駅
海軍省周辺………
▼
万世あたり
ネバ川（川はば四〇〇～六〇〇メートルほど）
▼
神田川を十倍にしたくらいのもの
ネバ川の対岸………
▼
永田町といった静かな町
国民館（大劇場）があるアレクサンドロフスキー公園
▼
上野公園
正親町はこの日の午後一時ごろ家を出、事務所へいこうとした。電車はとまってい ので 辻馬車をひろおうとした。が、御者は高値をふっかけてくる。いつもなら家から事務所まで三ルーブリのところ、一〇ルーブリ、一五ルーブリよこせと う。そこで例のとおり歩くことにした。かれが革命中いちばんこまったのは、電車がうごかぬこ と、辻馬車が かまらぬことであり、どこへ行く
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にも歩かねばならぬことであった。
食物は市街戦がおこなわれた三、四日をのぞき、格別不自由しなかったという。あるとき禁制品の酒（コニャック）が、どさくさまぎれに意外
な所から手に入った。
ネフスキー大通りは、警戒の警官・憲兵・コサック騎兵の数が、前日の数倍にふくれていた。ニコラエフ駅に近づくにつれて群集の数は、人
道・車道をうめ、歩行がむずかしくなり、商店の窓ぎわを人波に押し流されながら進んだ。ときどきコサック騎兵の一隊が群集のなかに入ってくると、群集は帽子をふり、 「ウラー」とさけん 道をひらいた。
ひげむじゃなコサック兵は、笑顔でかれらに敬礼し、諸君解散してくれないか、とおだや にさ したニコラエフ駅前の広場に通じる三方の通りには、警官・憲兵・軍隊などが、抜剣と銃剣 壁をつくって、群集を広場に入れまいとしている。そ
の警
ピケ戒線を群集は、ときどきときの声をあげ、なだれを打って突破しようとする。守る側の警官や憲兵は、ピストルやサーベルをふりまわし、群
集を押しかえそうとする。
群集はコサック兵をのぞき、警官や憲兵に悪感情をもっている。腕に「赤布」をまいた大学生、革命家らしい青年が熱弁をふるい、群集の意気
を鼓舞している。―
われらの同胞は無益の戦争のために、しかばねを戦場にさらしている。留守をまもるわれわれは、一塊の黒パンもえられないで、飢え死にひ
んしている。われわれは同胞のために身命を賭して、にくむべき政府を おさねばならない。
扇動家や群集は、 「革命！」 「革命！」 「ロシア万歳！」 「ウラー！
　
ウラー！」とさけんだ。
はるかにニコラエフ駅の方をみると、寂として車馬も人影もみられぬ。久原の事務所は、駅前の広場から一、二町いった横町にある ら危険地
帯である。この日、正親町は群集にさまたげられ、遠回りして事務所にたど ついた。
夕方、帰宅するとき、かれはネフスキー大通りの危険をさけ 裏通りを迂回して進み、ネバ川畔の日本大使館に立ち寄って、午後七時ごろ帰宅
した。大使館員の観測では、民間在留者の悲観的な見方とことなり ひじょう 楽観的であり、 〝革命〟ということを念頭においていないようだった。この日、群集にたいして機関銃が撃た 、死者が二、三百人でたと伝えられた。
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三月十一日（２・
26、日曜） 。珍しく太陽が出、雪の巷をキラキラと輝かし、人々の心を明るくした。正親町は前日、事務所への往復に三時間
あまりも歩いたせいでくたびれ、正午ごろまで床の中にいた。そのとき事務所から電話がかゝってきた。―
昨夜おそく大阪の本社から電報が来たという。社員のＭ氏ほか三人の一行が、今夕ニコラエフ駅に着くという。駅周辺は、あの通りの騒ぎな
ので、どう一行を迎えてよ のかわからぬ、という内容だった。
正親町は仕方なく床をはなれると、身じたくそこそこに徒歩で事務所に出かけた。途中、ところどころで目にする官憲と群集の衝突は、いまや
めずらしいものでなかった。ただひとつ驚いたのは 十四、五歳の貧しい少年らの一群が、群集の先頭にたち、水先案内人兼軍用偵察犬の役をしていることだった。
事務所に行ってみると、日本からやってくる一行は、午後四時にニコラエフ駅に着くはずで、当地をへて、スイスのある製造工場へ出張の予定
だという。とにかく駅へ出迎えにゆかねばならぬので、通訳のＰ君（ロシア人とアメリカ人との間に神戸で生まれ、日本語・英語・ロシア語を話す）に同行とうながすと、きょうは駅に入るのは危険だといい、拒否された。
やむなくＨ君といっしょに駅にむかうことになったが、正親町のロシア語もＨ君のそれも、はなはだたよりないものであった。駅前に通ずるズナーメンスカヤ
 S
nam
enskaya 通りにいってみると、警官と軍隊が警戒線を張っていて通行止め。道をかえてネフスキー大通り
に出る角の寺院（ズナーメンスカヤ教会のことか）のまえまでゆくと、大通りにいっぱいに群集がおり、 「赤旗」がひる えり、さかん 「ウラー」を叫び、広場めがけて警戒線を突破しようとしている。
そのとき、 「カタ〳〵……カタカタ……」という機関
銃
）（1
（のきもちの悪い音が聞こえたかと思ったら、群集はたちまち
雪なだれ
崩
をうって退却した。物
かげから広場のほうをのぞくと、白衣の看護婦をのせた救急車が八方に飛んで、雪 うえに倒れた死傷者を収容している ニコラエフ駅の玄関は閉ざされ、階段のうえに機関銃が数台すえてある。これではとて 駅の構内に入ることも、近づくこともできないと知れたので、ひとまず事務所に引きかえした。
駅に電話してみると、汽車は五時に着くという。駅に入れるか 聞くと、玄関口はだめだ ズナーメンスカヤ通りの三等客の出入り口なら入
れるかも知れないが、むろん危険かくごでなければならぬという。
けっきょくナジージンスカヤ通りから大まわりし、ネフスキー大通りを横切り、ズナーメンスカヤ通りに出た。ふと車道をみると、そこに
―
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名の出迎え人が来ているだけで、あとは駅員と赤帽のすがたがあるだけだった。
五時すぎに列車が着くと、主客九名をむかえ、うち二人を駅の食堂のなかに運ばせた荷物の番人にのこして、ひとまず久原の出張所に案内した。
そして取っておきの干しうどん、白米、奈良漬けから成る夕食をみなにふ まった。当時はいまとちがって、露都で日本食品を売っておらず、大使館以外日本の食品はぜったいに入手できなかった。だからこれでも旅行者にとって、たいへんなごちそうであった。
三月十二日（２・
27、月曜）正親町は、ごろ寝のせいでよく寝れず、夜明けをまちかねて、七時ごろＨ君、新来の二人をつれて駅にむかった。
群集が街中に現われるのは午前十時ごろであるから、この時間だ 広場の警戒は手うすであり、駅への出入りも自由であった。
食堂にいってみると、二名は荷によりかかって眠っていた。ひとまず主客九名を事務所からさほど遠くないネフスキー大通りの三流ホテルに案
内し、午前十時ごろ一行と荷物を収容した。あまりきれいとはいえぬこのホテルは大通りに面していたので、革命の激戦地となった。その め、流れ弾は飛んでくるし、夜中に軍隊の臨検に何度もたた 起こされたという。
正親町は、ひとまず下宿に帰るつもりでネフスキー大通りに出た。群集は前日の戦いにつかれたせいか、まだ姿を見せないし、警戒線も張られ
クツの半分
―
破れた帽子
―
血にそまったハンカチ
―
こん棒などがあたりに散らかり、またところどころ
雪のうえに生々しい血が点々としていた。この間、何度も警官や兵隊 呼びとめられ、パスポートを調べられた。さいわい一人の警官は、三等客の出入口まで案内してくれたので、三ルーブリのチップをやったら礼をいって帰った。
ようやくプラットフォームに出てみると、いつもなら
出迎え人でひじょうに混雑する に、この日は正親町ら二名と日本海軍の将校二名（少佐と中尉） 、ほかに十数
仮政府によって，“赤の月曜日”に発行された一
枚ものの新聞。自動車でバラまかれたもの。数日
後，この一枚新聞は，英貨50ポンドに急とうした。
見出しは―「ニュース　　1917年２月27日。新
聞は発行されていない。矢つぎばやに事件が起っ
ている。国民は何事かを知るべきである。Stinton 
Jones 著  Russia in Revolution, London, 1917 より。
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ていない。通りに面した商店は、ほとんど休業し、店頭のショーウィンドーにはガラスの破壊をおそれて、板が打ちつけてある。陳列窓のあちこちに小銃弾の貫 した孔がみられた。ロシア銀行やエリセーエフ食料品店（一九〇三年にネフスキー大通り五六番地に開業した富裕層むけの店。この有名店は革命によってつぶれた。建物は現存）のガラス窓にも多数の弾痕がみられた。
この日は着飾った上流の男女をみることはなかったが、野次馬連中が戦いのあとを見てまわっていた。フォンタンカ
 F
ontanka 運河に架かる橋
（アニーチコフ
 A
nichkov 橋のことか）から、川のなかをのぞくと、氷の張った川面に
―
破れた帽子
―
棒きれ
―
血にそまったハンカチ
―
古新聞
―
などが散乱していた。昨日の修羅場の跡をかたっている。モルスカヤ
 M
orskaya 街のグールメー食料品店のまえを通ると、思いがけな
く店は開いていたので、籠城用にもてるだけ食糧を買い込んだ。
ネバ川に架かる宮殿橋（別名・ドヴォルツォヴィ橋）へさしかかると、一小隊ほどの兵隊がたむろしており、対岸からやってくる者をいちいち
調べていた。ことに労働者や学生とみられる者は、ことごとく追い返していた。午後二時ごろ、つかれた足をひきずり、ようやく下宿にたどりついた。二、三日危険をおそれて外出をひかえていた同じ下宿人のＡ氏、Ｂ嬢、Ｅ嬢らは、正親町をむかえると、くちぐちに街の情況をたずね 。
かれはたくさんのニュースをもって帰り したが、それを話して聞かせるほどロシア語が話せなかった。しばらくすると事務所のＨ君から電話
がかゝってきた。―
いまリチェーナヤ（リティヌィ通り）あたりで、日本人が一人やられた。けさから軍隊が人民側に加担し、武器弾薬の供給をはじめた。この
連合軍は、警察署や官庁を襲撃ちゅうである。リチェーナヤか ネバ川 か 市街戦のさいちゅうだから、外出しないでほしい、という。
殺や
られた日本人とはだれなのか。
この露都にいる日本人は、大使館員をあわせても、百人ほどである。正親町は在留邦人の顔をいろいろ思いだしてみたが、わからないので大使
館や駐在武官のところにも電話し み ようやく海軍の七田中佐のところに電話したら、名物女中のマーシャ（ 〝お政〟 ）が出 殺
や
られたのは、
高田商会の一ッ橋を出た牧瀬豊彦であることがわかった。
三時ごろ、下宿にもちかいカメノオストロフスキー
 K
am
enoostrovskiy 街に住むＢ嬢をたずねた。彼女の父親のＩ氏は、予備役の憲兵大佐であ
る。家族は夫人とＢ嬢の兄で 隊付の中尉、官庁につとめる妹のＬ嬢らであり、女中を一人つかっ いる。この一家はニコラエフ駅ちかくで質素に暮らしていた。
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Ｂ嬢はカメノオストロフスキーで暮らす伯母のＯ夫人宅に住み、そこからある技芸学校に通っていた。ロシア語の先生Ｒ夫人の紹介で、Ｏ夫人
のお茶に招かれて行ったとき、はじめてＢ嬢に会い、その後世話好きの彼女と買物や芝居に行くようになった。Ｂ嬢は正親町とおなじていどにフランス語を話す、快活な女性であった。
Ｂ嬢の一家は、現体制の支持者（王党派）であった。この日、Ｂ嬢をたずねたのは、ロシア人は最近の騒動をどう観ているのか。耳新しい情報
をうるためだった。
サモワール（ロシアの湯わかし器）を囲んでお茶をのん いると、Ｂ嬢の実家から電話がかかってきた。受話器を耳にした彼女は、早口に応対
していたが、やがて座にもどると、身をふるわせ、泣きくずれた。それは妹のＬ嬢がかけた電話だった。―
軍隊があいついで民衆軍に投じ、指揮官の将校に降伏を強要している。応じないばあいは、肩章をはぎとり、サーベルをうばい、ときに部下
によって殺されている。父の身の上が心配だという。
正親町は、なぐさめの言葉をのこし外に出た。外はやみ夜である。あちこちで、二、三十人ほどの労働者があつまって何やら協議している。と
きどきネバ川のむこうから小銃の声がきこえてくる。うす気味わるい夜道を急ぎ、下宿に帰ったのは八時ごろであった。
門のところで女中のオリガと出会った。あすの朝家にくるときは、チーズと玉子を買えるだけ買ってくるよう たのんだ。部屋に入って一服し
ていると、いま出て行ったばかりのオリガがかけ込んできた 群集がやってくるから、すぐ電灯を消してくれという。大急で電灯を消し、廊下出ると、同宿のＡ君、Ａ嬢、Ｅ嬢らが廊下にあつまってオド〳〵していた。
群集は下宿のまえの通りを南のほうにむかっている気配であった。やがて数百メートル先の警察署のあ りと国民館のほうから、ときの声や銃
声がきこえてきた。が、一時間もすると静かになり、気味のわるい夜 しだいにふけていった。
三月十三日（２・
28、火曜）めずらしく太陽が出、陽光が雪の街をキラキラと輝かしていた。電話はいっさい不通となり、事務所との連絡も断
たれた。ましてや世間のようすも不明である。市中は無警察、無政府 無秩序であることは容易に想像できた。同宿のひとびとは外出せず下宿にいた。
正親町は、終日床をはなれなかった。ときどき小銃やうす気味 わるい機関銃の声をきいた。とき ま武装した労働者や兵隊 満載し 「赤
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旗」のひるがえったトラックが下宿のまえのクロンウェルスキー街を走ってゆく。そのつど通りの人びとは「ウラー」の叫びをあげて見送る。
この日、市街戦は市中のいたるところでおこなわれた。官庁（海軍省その他）や宮殿もことごとく民軍によって占領され、知名の文武大官は、
つぎつぎと国会に護送されてきて、そこで労働者・兵士に審問されたのち、ペトロバウスキー 政治犯の監獄に投げこまれた。
夜十一時すぎのことである。正親町はウト〳〵していると、軽くドァをたたく音がする。何者かとおもい、怪しみながら戸をあけると、黒い布
で頭をつ み、外 うを着たＢ嬢とおなじようなかっこうをした女中のＫ嬢が立っていた。夜ふけに何事かとたずねると、朝から何度両親のところに電話しても通じない。父も兄も軍人だし、一家は熱心な王党派だから心配である。伯母がとめるのもきかずやってきた。これ 両親の家へいくつもりだが、ピストルをもっていたら借りようと思って寄ったという。
物騒な夜の街をいくのは危険だから よした方がよいといっても、相手は聞き入れない。むだだとおもってＫ嬢に電話をかけさせてみると、ふ
しぎにも通じ、母親がでた。父の大佐は某所 避難し、兄も一家もさいわい無事である。明朝はやくようすをみた上でくるがよい、といわれたのでＢ嬢は安心し、食堂の長イスに床をもうけてもらい一晩やっかいになった。
三月十四日（２・
29、水曜） 、前日は外出せず、家にいた。そのあいだに、市中のようすは、おどろくほど変っていた。下宿から二百メートル
ほど行ったところにあった警察は、焼き打ちにあい 無残にも破壊されてい 。腕に「赤布」を巻 兵士が四、五人、通りに山のよう 積みあげた帳簿や書類をもやして暖をとっていた。
ネフスキー大通りの商店は、どこもよ
シャッター
ろい戸をおろしていた。窓ガラスや壁には、数知れぬ弾痕が残っている。破壊や尋問をまぬがれるために、
どの商店も争って「赤旗」をかかげ、また道をゆく男女も腕や胸に「赤布 つけている。一夜の ちに露都に〝赤い花〟が咲きみだれた感じである。
正親町はＢ嬢とともにその実家へむかったのだが、彼女はそのような〝赤のしるし〟を目にすると、醜いものでも見るかのように顔をそむけ 。
市街戦の跡はあちこちにみられた。雪のうえで点々と氷っている鮮血
―
散乱した帽子
―
靴―
こん棒
―
道路に倒れた死馬など……。
ときどき機関銃をそなえ、銃をもった兵士や若い看護婦をのせた軍用トラックが、 「赤旗」をひるがえしながら走ってゆく。これ 市内 潜伏
している敗残の警官や憲兵を狩りたてるハンターであった。早朝からネフスキー大通りは、戦跡めぐりをする見物人でかなりにぎ って た 警
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官や憲兵の警戒線がなくなったので、通行は支障がなかった。ようやくニコラエフ駅ちかくのＢ嬢の家にたどりつくと、母親が出てきて、涙とともに娘をだくと、しばらく離れなかった。……
正親町は、一家とわかれて十時ごろ事務所へいった。さいわい何事もなかったが、このあたりも警官狩の市街戦がおこなわれたという。日本か
らやって来た一行九名のホテルでは、流れ弾が三発も部屋のなかに飛び込んできたという。ホテルのまえで、はげしい市街戦があったからである。
一行は電灯を消し 窓ぎわの床に毛布をかぶって寝ころんでいた。が、夜中に二、三度兵士の臨検をうけた。土地不案内のうえ、だ もロシア
語を話せなか た。わずかに日本人を意味する〝ヤポンスキー〟の語を知るのみであった。だから何か訊問されても 「ヤポンスキー！」 「ヤポンスキー！」の一点張りで押し通した、 聞いたとき、正親町は気の毒におもうと同時にこ けいにおもい、思わず失笑してしまった。
正親町は、事務所のＨ君といっしょに高田商会の事務所をおとずれ、牧瀬氏に弔意を表した。このとき通訳の星野氏からかれが亡くなったとき
の状況をくわしく知った。
その後、正親町らは大阪の本社に電報を打つために「中央電信局」へむかい、ズナーメンスカヤの角までくると、赤うら 外とうを着 堂々た
る風さいの憲兵将官が連行されるのを目撃し その者は正親町が前年の夏 フィ ランドにある本野大使の別荘へあそびに行ったとき、茶の会であったことがある人物だった。そのとき美しい令嬢をともなって来て がＮ将軍であった。
この将軍は、やゝ赤味をおびた色つやのよい丸顔をし、すこ 反りかえって歩いていた。抜刀した軍曹に引率された学生や労働者の雑然たる一
隊に取りかこまれ、連れてゆかれるところであった。その将軍は知りあいであったか 、しばらく立ちどまって見送った。
武装兵をのせた 用トラックが 引きも切らずにネフスキー大通りを疾走してゆく。アニチコフ
 A
nichkov 宮殿（フォンタンカ運河のそばに位
置）のまえへ来ると、けさ通ったときには気づかなかったが、窓 壁に無数 弾痕が 。聞 ところによると、昼ごろに民軍 攻撃をうけ、その後占領されたという。「アストリア・ホテル」 （露都でいちばん大きな近代的なホテル
）（1
（
。モルスカヤ街とウォツネセンスキー通りの角）のみごとな大ガラス窓は、一枚
のこらずこなごなになり、目も当てられぬ惨状で 。この一流ホテルは、昨日まで各国 軍人や上流階級の紳士淑女が出入りしていた所であった。が、いまや階下の大広間に大勢いたのは、泥グツをはいた兵隊や労働者らであった。かれらは徴発した紅茶をのんでいた。大小五百ある部屋
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は、内外の滞在者でいっぱいであった。昨夜、民軍の攻撃をうけたのち占領されたのである。二階から六階までの窓ガラスには、無数の弾痕がみられた。
中央電信
（報）
局（ポトチタムスカヤ一五番地）へ行くと、大学生が事務を管理しており、電報は案外よういに打てた。
一
　『大阪毎日』の特派員
　
黒田乙吉のモスクワ報告
ペトログラードの革命運動、市民や軍隊の動静は、だれいうことなくモスクワ（現・ロシアの首都、モスクワ川中流に位置）に知られていた。
当時モスクワは人口二五〇万ほどの都市であった。これだけの人口を養うために必要な食糧は、一日に麦粉八十八貨車であった。露暦二月には、その半分ほどしか貨車が入ってこないため、モスクワでもパン問題が
焦しょう
眉び
の急となってきた。
おまけにその年は、十年以来の酷寒で、零下二〇度の日がつづいた。雪や吹ぶきのために、食糧や燃料の入荷が
滞とどこ
っていた。
一九一七年（大正６）のロシア革命を、モスクワの現地で実見し、それを取材報道した唯一の日本人記者は、黒田乙
おと
吉きち
（一八八八～一九七一、
熊本師範卒。大正六年大阪毎日の留学生試験に合格後、モスクワ特派員となる）であった。かれの革命体験記は、三月十三日からはじまる。
三月十三日（ロシア暦２・
28）の午後二時ごろ
―
モスクワの市会議事堂
 D
um
a のまえに着いたとき、オスクレセンスカヤ
 V
oskressenskaya 
広場（クレムリンのそば）は、五、六本の「赤旗」を中心に、数千人の群集がたむろして た。市会正面の玄関口には、メガホンをもった正服正
帽の大学生が、かわるがわる出て演説していた。群集の大多数は、労働者である。が、女性や知識階級、兵士のす たもみられた。
弁士は「朋
タワーリッシ
友よ！」と、呼びかけ、時
じ
機き
は来たれり、と奮起をうながした。オスクレ
センスカヤ広場の周辺の家の窓も、広場のすみにある電車の停留所の屋根のうえも、人でうまっていた。黒田は年若いひとりの労働者をつかまえると、とぼけて聞いてみた。―
これはいったい何の示
じ
威い
（デモ）なのかね。
―
何とはなんだ。わかっているくせに。
大阪毎日の特派員・黒田乙吉
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―
働いても働いても、くさったパンすら食えないんだ。戦っても戦っても負けいくさばかり。だれのせいだ。だれの罪だ。国民はもうしんぼう
できないのだ。―
それでどうしようと うのかね。
―
方法はただ一つだ。
―
一つの方法とは？
―
××××××（日本政府の検閲により削除）
黒田は「赤旗」の下までもぐり込んだ。労働者の汗と草のくさったような臭気がする。青い帽子をかぶった大学生が、メガホンをとると、
―
友人よ！
　
ペトログラードからの情報を伝える。
「静かに！」 「静かに！」と、数千の群集は、耳のうしろに手のひらを立てていう。―
旧政府は倒れた。ゴリーツィン内閣は総辞職した。
「ウラー」とさけぶ者がいた。国民内閣が組織されたというと、また「ウラー」という声があがる。市会議事堂の各
かく
室しつ
では、朝から労働者団体と各政党の代表よりなる全モスクワ委員会がひらかれていた。この臨時革命委員会は、市会まえにあ
つまった群集に、軍隊を訪問し、味方に引き入れるよう要望したので、すでに万余にたっしていた群集は、 「赤旗」を先頭に兵営をさしてうごきだした。
黒田もデモ隊のあとについていった。途中、兵営の方角から十発ほど銃声がした おもったら、数百名の群集がいきを切らして逃げてきた。兵営はスーハリヌイ市場から、ひくい勾配をもった眼下にある。兵営は数千の群集に包囲され、その中庭には赤旗 数本ひるがえっていた。元
気のよい大学生は、兵営の窓口にむかって、ペトログラードの軍隊は革命党内閣に組したことを伝え、国民をたすけよ、とげきを飛ばした。
それにたいして、兵隊らは兵営の窓から帽子やハンカチをふって好意をしめした。 「ウラー」の歓呼がわいた。これがモスクワにおける
示じ
威い
運
動の第一日目であった。
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三月十四日（３・１）
―
モスクワのすべての機関はまったく運転を中止した。電車はうごかず、新聞は発行されず、工場・役所・学校・商店
もみな休業した。ただしパン屋のまえだけは、カゴをさげた一団の男女の列をみた。うわさが街から街へと伝わった。軍管区司令官は、午後八時以後の街上の通行を禁じる布告（ビラ）を出し、それを街の辻に貼ったが、三〇分もしないうちに、だれかがそれを剥ぎとってしまった。
黒田は下宿（カメルゲルスキー
 K
am
ergerski 横ぺルウーロク
町
にある「芸術座」の隣家の五
階
）（1
（）のまえを、赤旗を押したてて市会のほうへむかう数千の労
働者の群れといっしょになった。群集は男七割に女三割
―
若い娘もあれば五、六十歳台の年とった女性もいる。
郵便・電報局（ミヤスニツカヤ
 M
yánitzkaya 通り）のまえあたりに差しかゝったとき、数千人の群集は、雪だれを打って逃げだした。黒田も
その流れにまかれて逃げた。警備兵がデモ隊の通行を制し、銃をかまえたので総くずれになった である。そのためもとの隊形に復するまで三〇分ほどかかった。
市会まえ、劇場広場、赤の広場、停車場広場、 ビヤンスカヤ
 L
ubyanskaya 広場、ツヨールスカヤ街など、デモ隊や見物人で通行ができぬほ
ど人でこみあった。軍隊は朝から順次民衆側に参加し 市会のまえには砲列がしか 、機関銃がならび、革命派 守備していた。
兵器工場・練兵場・監獄などが、革命派の手に帰した。多数の軍用トラックは、赤旗をひるがえし、将校や兵をのせて市内をかけまわった。ま
たあるトラックは、警察の分署長や幹部、憲兵隊長らを拉致 てきた。夜になると 市会まえ広場は、軍楽隊の吹奏するマルセイエーズ（フランス国歌）の歌曲がひびきわたり、そ をロシア語に訳したものを男女の大学生が高唱 た。
一
　
早稲田の留学生
　
片上
　
伸のモスクワ報告
当時、ワセダの留学生としてモスクワにいたのは、片
かた
上かみ
　
伸のぶる
（一八八四～一九二八、大正期
の評論家、ロシア文学者、早大教授）である。かれは専門とする英文学の研究のためにイギリスに赴かず、ロシア文学の影響をうけることが多かった日本文壇のことを考え、大正四年（一九一五）十月四日 へむかった。十月十六日ペトログラードに着き、二週間ほど露都に滞在したのち、 一月三日モスクワに移った。
モスクワでは、サクリーン教授や私講師シェルビナなどの講演、詩の朗読会などに出席し、
片上　伸
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近代ロシア文学を研究した。このとき二月革命にぶつかったのである。ロシアに滞在すること約三ヵ年、一九一八年（大正７）三月二日モスクワの日本居留民が本国に引きあげる とになり、帰国の途につき、同月二十九日帰京した（片上
　
伸『ロシアの現実』至文堂、大正８・５） 。
片上によると、ペトログラードで革命が勃発した当初、情勢は「ずいぶん
剣けん
呑のん
」 （かなり危険）であるようにおもわれた。が、モスクワでは不
安や危険を知らずにすごし、革命がこんなに平穏になしとげられたということはひじょうに意外だったという（ 「革命の後㈠」 『東朝』７・
16付） 。
かれは三月十二日（ロシア暦２・
27、月曜）の夜九時
―
ノヴィンスキー・ブールヴァール
 N
ovinski B
oulevard にあるガガーリナ公夫人邸で
おこなわれたスクリャーヴィン協会の集会で、バーリモント（一八六七～一九四二、ロシアの詩人 貴族の出身、のちパリに亡 ）の講演に出席した。 のときはじめてペトログラード 騒擾を知ったのである。
翌十三日（２・
28）の朝、下宿（ロシア軍大佐の未亡人宅
）（1
（）の女中から、きょうはどこそこの工場がストライキをおこし、電車・電話・新聞な
どがとまっ と伝えられた。片上の下宿は、山の手にあったから、静かであり、 くに物騒なよ すはみられなかった。この日、前夜の公演会場で知りあったデニソワという歌の先生 家に遊びにいく約束があったので、知人のＣ君とともに市
まち
のようすを見がてら行くことにした。
外に出てみるとアルバート本通りも横町も、ふだんなら街灯をつけず暗いのに、その晩にかぎってあかあかとしていた。デニソワ家では、革命
の話は出ず、デニソワ姉妹にロシア民謡をうたってもらった。
翌三月十四日（３・１）も新聞は出な った。女中の話によると、市は朝からいっぱいの人通りでにぎやかだという。クリムリンや劇場広場のほうは、群集で身うごきできぬほどだという。
片上は日本領事館に郵便物を取りに出かけるこ にし 空は晴れて、春らしい陽光 射している
アルバット
 A
rbat の本通りは、人道も車道も労働者でいっぱいであった。かれらは重たい冬外とうを着、ぞろぞろと歩いていた。電車が通ら
ないので、街のようすが んびりとし、祭の日のような気が 領事館へいくと、商 連中 二 三人きていて、きのう大学生が事務所にやってきて、万一 ばあい、休業にするよう勧めていっ という。
しかし、その祭りのような気分は、ながくはつづかなかった。パン屋のまえでは 相変らず行列がつづいた。革 いちだんらくすると、いま
まで上官 上役、主人にたいして卑屈な態度をとっていた兵士、女中、門番、工場労働者らは 勢いに っていばるようになった。上に立つ者
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たいして、敬語をつかわず、 「
同タワーリッシ
志
！」といってみたり、電車のなかで婦人が兵士に席をゆずってほしいというと、相手は権利を主張し、どな
りつけたり、ふだん職工 らにくまれていた大工場の技師は、革命がおこった最初の日に引っ立てられていったりした。
ロシア版の〝
下げ
剋こく
上じょう
〟がはじまったのである。それまで尊称（敬称）に耳なれていた婦人とか老人、官吏・軍人などは、 「同志！」などと気や
すく呼ばれると、耳ざわりになった。
地方からも新聞によってニュースが聞えてきた。都会でおこった動乱の波が、地方まで広がっていった。農民と地主の衝突である。農民が地主
を殺し、その邸宅を焼きはらい、財産をうばい、酒倉まで荒した話。村の小学校の教師や医者までも民衆の敵とみられ、追い払われたり、ロマノフ家の帝王の記念像が破壊され といった話である。
革命後、何かにつけ民衆（労働者、農民、兵士）の心をおもくかつ暗くしたものは、不安と疑惑である。流言が世間にひろまった。ペトログラ
ードの臨時政府と労働者・兵士らの代表委員会（ソヴィエト）とのあつれきも、うわさの種になっていた。戦線では兵が上官の命令をきかなくなり、勝手に前線をはなれ、村へかえってゆく。汽車は脱走兵でいっぱいである。そんなうわさが毎日きこえてきた。
集会結社の自由、言論の自由をえた民衆は、それぞれ社会の各層による集会をひらいた。たとえば、
全国農民代表者の集会
　　　
兵士代表者の集会
労働者代表者の集会
　　　　
中学生代表者の集会
大学生代表者の集会
　　
各教徒の集会
女中の集会
　　　　　　　　
門番の集会
老婆の集会
などがそれである。戸外の集会は、許可をえる必要があった。が、それでもときどき無許可でおこなった。
集会の会場にえらばれたのは
―
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公会堂
　　　
大学の講堂
　　
劇場
　　
曲馬場
小中学校
　　
広場
　　　　　
辻々
　　
並木公園
などである。
革命後、農民や兵士がいちばん先に求めたものは、土地の分配であった。片上の下宿先の未亡人は、二つの領地をもっていた。が、土地をあず
かる支配人から手紙がくるたび、領地の将来の運命が話題となった。その領地は農民のいうなりに分けて取られるのか、それとも安い地代で借地になるのか、これは地主にとって深刻な問題であった。土地分配の問題は、いずれ新政府 正当の法律によって処分されるはずであった。
土地問題とは別に、農民や労働者は、資本家や地主階級、中流以上の知識階級にたいして、反感（反発、反抗的な感情）をあらわにした。　　
ブルジョワ階級（中産階級）
　　
インテリゲンチア（知識階級）
この二つの階級は、革命後、くるしい立場にあったという。これら 階級に属する者は、民衆からみれば、じぶん ちとおなじ位置に立って暮らしていないのである だから民衆はじぶんたちとは異なる
社会的地位にある者を猜
さい
疑ぎ
（うたがい、ねたみ）をもって観たり、伝統的な反感をもっていた。
臨時政府が労働者・兵士からなる評議会（ソヴィエト）とだ だん折合いがわるくな たのは、いろいろ表面上の理由（政見の相違）があった
にせよ、ケレンスキー（一八八一～一九七〇、弁護士をへて臨時政府の法相、首相となるが、十月革命によって排除さ 、フランスに亡命）をのぞき、閣僚のすべてはブルジョワ階級の出身であった。
インテリゲンチアは、いわば革命の首唱者（種
たね
まき人）であったにせよ、革命の実行部隊は〝民衆〟だったのである。
片上は毎日ロシアの新聞に目を通していた。だから国内各地でおこっていることにも通じていた。地方通信にみ れる騒擾・動揺にも注意をむ
けているが、それらは一時的かつ局 的なものであることを知 。やがて暑い夏がお ずれ、七月十六日から翌十七日（ロシア暦３日～４日）にかけて
―
ペトログラードでまた軍隊の暴動（ボリシェヴィキの七月事件
―
政府によって弾圧される）がおこり、数百名の死傷者をだした。
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臨時政府の施政は、公明正大な民主的精神の原則にもとづいておこなわれたようだが、革命後の民衆のくらしはよくなったのか、悪くなったの
か。実情は革命まえと大して変らないようであった。
露都に在留する邦人は、いずれも食料品の欠乏に困窮していた。すべてが切符制度によって供給され、パンも一日一人につき、二十二
匁もんめ
五
分ふん
の割りあてであった。ところでそのパンたるや、半分ほどワラがまざっていた（ 『大朝』大正７・３・
16付） 。肉類は口に入らないし、野菜や果実
も欠乏していた。ウクライナ地方 生産する穀物は打ちつづく戦争のため、北方へ輸送できず、露都やモスクワの窮迫が日ましに高まった。
新政府は食糧省を新設し、個人の食糧を制限し、その販売をすべて政府の直営にした。パンや肉類（牛、ブタ）を規定によって給していたが、
だんだん販売の糧がへっていった。パンなどは、じょじょに小さくなっていっ 。満足なパンならがまんのしようもあるが、麦の不足を理由に、麦の穂や籾
もみ
がらなどを入れて焼いたものであった。これを在留日本人は、
　　
〝わらパン〟
と名づけた（ 『報知』大７・３・
28付） 。
じゃがいもは、一週間に二つか三つ手に入ればよいほうである。バターや砂糖は望むべくもない。市の住民 これほど食糧にこまっていても、あるところにはちゃんとある。金さえだせば、何でも口に入った。レストランでは、公然とパン
売ることはできないが、肉類は提供できた。
肉料理一皿…………六、七ルーブリ（安いレストラン）ポークカツ 十ルーブリ
一
　
革命によりおちぶれた高位高官
革命の結果、政治機関ばかりか、経済組織まで 破壊され、商取引もふさがれた。そればかりか、ロシアの政界や法曹界にあっ 栄華をほしい
まゝにした者、軍の将校らは、革命により零落し、一介の労働者になりさがった。
かれらは日々 パンをえんがために、労働者の仲間入りをした。汽車の荷おろし、積荷の手伝いなどをし こ口の資をえている。また官吏 大
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半は、十月革命の政変によって地位を奪われ、ぶらぶらしていた。が、いつまでももつものではない。社会的地位がたかく、上流・中流階級に属していた連中は、はなやか 世をすごした夢をすて、つぎのようなしごとについた。
知識階級
　　
元上院議員
―
▼
庭そうじ人
　　　　　　
検事―
▼
門番
　　
弁護士―
▼
門番、氷割り
　　 　　　　　　　
御者、人夫
陸・海軍の将校
　　
中尉や中佐
―
▼
新聞売り
 
注・ 「ペトログラード情報」 『露西亜評論』第一巻第四号所収、大正８・６。
もと職業軍人であった尉官や佐官は、ヒゲをそりおとし、いかめしい軍服を着込んだまゝ、父のお下りやボロ服を着た連中といっしょに、ネフ
スキー大通り、カメノオストウスキー、バリショイといった繁華街の街角に立って新聞を売っていた。インテリゲンチアにいたっては、 う頭脳労働者というよ 肉体労働者にちかい者であった。かれら 前
ぜん
身しん
（むかしの身分）をどうかくそうとも、服装やメガネ、態度、ふなれな手つき
などから、もとの身分が一目瞭然であった。
また上流の貴婦人らは、かってはオペラや舞踏会に、ダイヤモンドを閃めかし、着かざって出かけたが、いまでは粗衣をまとい、労働者がかぶ
るふつうの帽子をかぶり、電車にのり、押しもまれていた。自動車はとっくに徴発され、新政府の委員らが乗りまわしていた。
十月革命を主導したレーニン 労農政府（ソヴィエト）の主班にえらばれ、いまではモスクワのクリムリン宮殿の主人として収 っていた。大正七年（一九一八）二月
―
ロシアの労農政府は、ドイツと講和条約をむすぶ談判が妥結寸前であり、いまにも露都にドイツ軍が侵入してく
る懸念があったので、ペトログラードの日本 使館やモスクワの日本領事館は、在留邦人に本国への引きあげを勧告し いた。かくして在露の日本人は、各国の使臣とともに、万国寝台会社の客車の準備ができしだい出発することになった。
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同年三月二日
―
内田大使以下日本人三七名は、ボリシェヴィキの兵士二名に護衛され、借りきり二輌にのると、モスクワを出発した。一行は
シベリア鉄道をくだり故国をめざし、同月二十九日無事帰京した。片上の友人であった秋田雨雀（一八八三～一九六二、明治から昭和期の劇作家）は、日記に「片上
　
伸君がロシアから帰ってきた」としるしている（大正７・３・
29付） 。秋田ら片上の知友は、かれをかこんでロシアの話
をきいた。片上はロシアの社会性については ほとんど何も語らなかっ という。かれはロシアから持ちかえった馬糞のような〝黒パン〟の一片をみなにしめし 当時のロシアの食糧事情について語った（ 『雨雀自伝』新評論社、昭和
28・９、七〇頁） 。
内田大使は、新ロシアに 情的であったが、片上は革命後のロシアをわるくいっていたという。四月一日、秋田は片上を訪れているが、かれは
日本の着物が いといってフロックコートを着ていた。部屋のなかにロシア語の本が くさん積んであり、ボルシェヴィキやロシアの女のことを話題にした。同月二十九日の夜
―
竜土軒において片上の歓迎会があり、四、五十人が参加した。かれはロシアの青年のような風をし、インテリ
ゲンチア、ボルシェヴィキについ 話をした（ 『秋田雨雀日記
　
第一巻』未来社、昭和
40・３） 。
同年九月、片上はワセダの文学部に新設されたロシア文学科の主任教授となるが、大正十三年（一九二四）六月ゆえあって突然辞職し、翌年一
月ふたたびロシ におもむき、九月帰国した。昭和三年（一九二八）三月不遇のうちに亡くなった。
一
　
ロシア革命の日本への影響
露都のペトログラード、モスクワにおいて動乱がおこり、軍隊がこれに荷担し、閣僚や高官らが拘禁されたというニュースを、わが国の邦字新
聞が、ベルリンやロンドンの外電、ニューヨークやサンフラン スコの特電によって、一せ に報じたのは、大正六年（一九一七）三月十七日のことであった。朝日の記者が、当時霞ヶ関 あったロシア大使館を昼ごろおとずれてみると、館員も日本人 雇人も何となくあわ だしい雰囲気であった。
大使は昼食をおえると、馬車を駆
か
って外出し、しばらくすると帰ってきた。一等書記官や参事官らが、直ちに大使のへやにあつまった。やがて
ベルが鳴ると、ボーイが呼ばれてゆく。ボーイはウィスキーの入ったグラスをも いくまで、 種のおそろしい沈黙があった。
大使のへやで 、なにか重要な会議があったらしい。館員によると、ここ数日本国から電報 来ないという。だから何事がおこっているのか、
わからないらしい。しかし、二、三日まえに議会と政府とのあいだで騒動があったこ を、新聞報道 よっ 知っ 参事官セーキンは、革
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よくわかっており、ロマノフ王朝の転覆はひとごとでなかったはずである。そうしたかれの思いとは別に、日記の記述は淡々としたものである。
◎十三日来
らい
露ろ
都と
ニ於
おい
テ
　
革命的騒
そう
乱らん
ヲ発
はっ
生せい
ス。モスコー亦
また
同おな
シ
 
注・山本四郎編『寺内正毅日記
　
一九〇〇～一九一八』京都女子大学、昭和
55・
12、七三七頁。
一方、立憲政友会の原
　
敬たかし
（一八五六～一九二一、明治・大正期の政治家）は、ロシア革命の発生と皇帝の退位問題を深刻にとらえ、 「露都ニ
革命起
おこ
リ
　
露帝退位セリト云
い
フ（中略）露帝退位ニ至
いた
ルハ
　
真まこと
ニ大
だい
政せい
変へん
ト云
い
フヘシ」と、日記にしるしている
）（1
（
（３・
18付） 。
ロシアの二月革命は、国政にたずさわっているわが国の政治家の心胆を寒からしめた。が、日本の民衆
―
ことに労働者や社会主義者に多大の
感化とふかい印象とをあたえた。
片山
　
潜せん
（一八五九～一九三三、明治から昭和期の社会運動家、
国（コミンテルン）
際共産主義運動
の指導者、モスクワで死去し、クリムリンの外壁に葬られ
命のような大騒動はおこりうるものでない、といいながら、記者の肩をたたいた。
ロシア大使館では、故国の一大異変を知り、館員らはすくなからず動揺したことであろう。そのため大
使はウィスキーをあおるしかなかったのである。
革命によりロシアの王朝も政府もひっくりかえったことについて、わが国の外務省関係者はかなり正確
な情報をえていたにせよ、一般国民はそれについて新聞報道によって知るだけであった。当時は寺内正
まさ
毅たけ
（一八五二～一九一九、明治・大正期の陸軍軍人、政治家）内閣の時代であった。超大国のロシアがわずか五日ほどの騒動によってあっけなく王制から共和政体に移ったこと 、日本の政治家は、おどろきをかくせなかった。
寺内は初代朝鮮総督のとき、武力による弾圧政治をおこなったことで知られていたから、治者の心理は
明治40年代のロシア大使館（東京）
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た）は、日本の労働運動、社会主義運動の草わけである。当時かれはニューヨークにいたが、ロシアの二月革命の報に接するや、アメリカで刊行していた新聞『平民』 （第六号）に「ロシア革命の教訓」をかき、圧迫搾取され、自由のない労働者に、
我が労働者諸君
!!　
ロシア革命を見よ
!!
と呼びかけ、日本の同志を覚醒させた。
赤旗事件についで幸徳一派の大逆事件以後、社会主義者たちは〝冬の時代〟をむかえていた。が、労働者大衆はロシアの二月革命に刺激され、
運動を開始し、とくに横浜 社会主義者らを元気づけた。かれらは大正六年のメーデーを期して、ペテログラードの労農団や各国の社会主義団体に「決議文」を送った。
　　
決
　
議
東京における社会主義者の一団は、一九一七年のメーデーを期して、露国革命に対して深甚なる敬意と同情を表す。 （中略）吾人はロシア社会党と各
国同志の勇敢なる闘争に信頼して、社会主義的革命の成功を望む！
　
一九一七年五月労働祭
　　
東京において
　　 　　　　　 　
日本社会主義者団
）11
（　
二月革命を支持するこの決議文は、片山
　
潜の『平民』にものせられ、ロシアではコミンテル
ン創立大会の席上、片山の親友ルトガースによって代読された
）1（
（
。
堺さかい
　
利とし
彦ひこ
（一八七〇～一九三三、明治から昭和期の社会主義者）は、片山
　
潜に手紙をだし、
「ロシアの革命は
実じつ
に
愉ゆ
快かい
、
引ひき
続つづ
きドイツにも暴動が起ったと昨日電報が来ました。
カ（皇帝）
イザー
が
帝位から引きずり落されると実
じつ
に愉
ゆ
快かい
ですがね。……」 （３・
24付） 。
在米当時の片山　潜
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荒畑
寒かん
村そん
（一八八七～一九八一、本名は勝三。明治から昭和期の社会主義者）にとって、ロシアの二月革命は〝
驚きょう
愕がく
〟以外の何物でもなく、
かれは〝革命〟ということばに魅力された。
―
革命の声は、ペトログラードの街の居酒屋、モスクワ大学の校舎、シベリアの監獄、カラ鉱山の
獄舎のほか、山から海から森から河から、路傍の石ころから、ほうはいとして起ったもので、それはいまや〝大なる成功〟 〝大なる勝利〟となった（ 「露国革命を学べ」 『荒畑寒村著作集
　
９』所収、平凡社、昭和
52・１） 。
日本の政財界、新聞界は、二月革命のあとにおこった十月革命（一名ボルシェビキ革命ともいう。ロシアの社会民主労働党の過激派が、一九一
七年十一月七日（ ［ロシア暦
10・
27］ペトログラードで実権をにぎり、ケレンスキーは逃亡した）がわが国に波及し、大衆がデモクラシーの風潮
にそまることを恐れた
）11
（
。日本の支配階級は、十月革命もボルシェビキもじきに崩壊するとみていた
）11
（
。が、意外にもロシア国民によって支持されて
いることを知るのである。
しかし、日本の為政者は、ロシアのこの急進的社会主義（ボルシェビズム）が、植民地〝朝鮮〟に浸透することをおそれた
）11
（
。十月革命によって、
日本は漁夫の利をえようとし、シベリア出兵に便乗した。日英米伊など十六ヵ国は、一九一八年（大正７）八月から一九二二年（大
11）十月にい
たる間に、チェコスロバキア軍の救出 名目として、シベリアに軍隊をさしむけた（列強のロシア革命干渉戦争） 。日本政府のねらいは、極東への進出であった。朝鮮・満州（中国東北部）につづき、バイカル湖以東のロシア極東部を勢力圏にくみ込もうとする腹であった
）11
（
。革命に干渉する
出兵は失敗におわり、各国は徴兵したが、日本軍はその後も駐留 つづけた。
しかし、内外の反対により、一九二二年（大正
11）撤兵した。
十月革命の翌年
―
大正七年（一九一八）八月、米騒動がおこった。これはロシアの〝パンをよこせ〟といった民衆暴動の日本版といえそうで
あった。第一次大戦による好景気で米価が高騰した（春
―
一升二〇銭だったものが夏
―
五五銭
）11
（―
約二倍以上にはね上った） 。米価の暴騰は、
シベリア出兵のための軍事備蓄米や、三井物産・鈴木商店など 米を買い占め ために起っ ものであった。
米騒動のきっかけとなったのは 漁夫 家内らの〝井戸端会議〟であった。富山県下
しも
新にい
川かわ
郡ぐん
魚うお
津ず
町（現・魚津市）の漁民の女房（沖
おき
仲なか
師し
）ら三、
四名が、大正七年（一九一八）七月二十二日の夕刻
―
、米の値段が月ごとに上りつづけていることに不満をもらした。米価があがるのは、米を
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よそに売却するからで、汽船の積出しをやめさせようときめた。
魚津における米の値段の推移は、つぎのようなものであった。
六月下旬…………一升三〇銭七月十一日… 一升三一銭
　　　
同月二十一日…………三二銭
沖仲士（本船とはしけとの間で、荷物のあげおろしをする人夫）のしごと 日当は、五〇銭であった
）11
（
。
米価がこきざみでも上りつづけると 生活費が足りなくなる。漁業 ほ も、春から不漁がつづき、夏は不漁期に入るため、これからの暮しむ
きが心配になった。
翌二十三日の朝
―
四〇から六〇名ほどの主婦が海岸にあつまったが、警察によって解散させられた
）11
（
。八月に入ると、米騒動は新たな段階に入
り、八月二日には下新川郡
泊とまり
町、三日以降は西水橋町、
滑なめり
川かわ
町などへ飛び火した。貧しい漁師妻らは、資産家・町役場・米穀商・町長や市会議
員宅などを訪れ窮状をうったえ、善後策（米を他所に売らぬこと、米を安く売ること）を講ずるよう哀願した。が、それは徒党を組んでの〝強訴〟であるから、当然警察隊と衝突した。
富山県の漁師町に端を発したこの米騒動は、やがて一道三府三二県に波及し暴動化 た。政府は軍隊を動員して鎮圧した。のち寺内内閣は総辞
職した。
米騒動がロシア 十月革命の影響下におこったものかどうかに いては確言できない。米価がじわじわと上りだしたことに危機感をもった窮民
（貧乏にくるしむ人民）は、労働争議・小作農争議・民本主義、社会主義の影響もあって、団結し救済を嘆願しようと図ったものであろう。一揆に立ちあがった民衆の何パーセントが、ロシア革命を念頭において行動に走ったものかうたがわしい。が、一部の暴徒は、ロシアの食糧さわぎを想いおこしたかもしれない。〝大正デモクラシー〟と呼ばれた政治社会における自由主義的な風潮は、大正五年（一九一六）ごろからはじまったものだが、ロシアの二月革
（60）035
命はわが国の知識人の社会観に波動をおよぼしたと考えられる。 〝人類（人間）の解放〟や〝現代日本の合理的な改造運動〟をめざす、大学生らによる社会主義思想の運動団体が生まれた。
新しん
人じん
会（東大）………
 大正七年（一九一八）吉野作造（一八七八～一九三三、明治から昭和期の政治学者。東大教授）の指導のもと赤松克麿、宮崎竜介らが創立。
黎れい
明めい
会（一ッ橋）……
 大正七年（一九一八）福田徳三（一八七四～一九三〇、明治・大正期の経済学者。東京高商（一ッ橋大学）教授）は、吉野作造らと組織。急進的雑誌『解放』を発刊。
わが国の社会主義者や進歩主義者（社会の矛盾の解決や社会制度の変革をのぞむもの）は、大逆事件後、しばらく鳴りをひそめ、おとなしくし
ていたが、ロシア革命によって士気を鼓舞され、再起をめざした。こと 十月革命の結果、共産的世界革命の思想は、ヨーロッパにひろがり、その余波はしだいにわが国の労働運動にも侵透していった。そ 現れが、労働・小作農争議や〝米騒動〟 （大正７～８年、全国で七〇万人の民衆を動員した）である。
日本共産党は、大正十一年（一九二二）六月
―
地下でひそかに結成されたが、翌年六月党員の大検挙がおこなわれついえた（第一次共産党の
大検挙） 。政府は労働・社会運動・言論・思想などを弾圧するため、治安維持法をもってのぞんだ（大正
14年［一九二五］の成立） 。
ロシアから渡来した〝赤い思想〟の影響もあって、大正九年（一九二〇）以降、社会科学系の書物
―
とくに労働問題、社会運動などを標題と
するもの
―
が、さかんに刊行された。
わが国の思想界では、ロシア革命に刺激されて、マルクスものが大流行のきざしをみせた。河上
　
肇はじめ
（一八七九～一九四六、明治から昭和期の
経済学者。京大教授、のち大学当局の圧迫により辞職。検挙され非転向 つらぬい ）は、大正八年（一九一九）から個人雑誌『社会問題研究』を発行し、マルクス主義（労働者、無産者の解放と社会主義を実現するための階級闘争を主張）の研究と紹介につとめた。また上梓されたもの、これから刊行されるものを『東朝』 （大正８・
10・１）は、つぎのように報じた。
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松浦
　
要著『資本論』
山川
　
均
堺
　
利彦
『マルクス伝』
生田長江『資本論』
　　　　
刊行予定
福田徳三編『マルクス全集』
 
注・ 「マルクス宗
しう
……今や世界的に大流行
　
我国でも全集の出版」 『東京朝日新聞』大正８・
10・１付より。
大正期に刊行された主なるマルクスものに、左記のようなものがあり、訳書も多い。
高畠素之著『マルクス学研究』公文書院、大正８・
12
河上
　
肇著『唯物史観研究』弘文堂書房、大正
10・８
ルイス・ブディン著山川
　
均訳
　　　
『マルクス学説大系』アルス、大正
10・
11
マックス・ベーア著西
　
雅雄訳
　　　
『マルクスの生涯と学説 三徳社書房、大正
12・３
カール・マルクス著安倍
　
浩訳
　　　
『巴里コムミューン』文化会出版部、大正
13・６
ヴィルブラント著赤松
　
要訳
　　　
『カール・マルクス研究』大鎧閣、大正
14・７
高畠素之著『マル 十二講』新潮社、大正
15・３
ハインリッヒ・クノー著森谷克巳訳
　　　　　
『マルクスの歴史、社会並に国家理論……』同人社書店、大正
15・７
鈴木鷲山著『マルキシズム駁論』教育研究会、大正
15・９
ヴラヂミル・シンコヴイッチ著神永文三訳
　　　　　　
『マルキシズムの崩壊』新潮社、大正
15・９
井原
　
糺著『マルクスの唯物史観』事業之日本社、大正
15・
10
 
注・同書はじっさいは訳書。原著者名は不明。
日本初のメーデー（五月祭
―
労働祭）は、大正九年（一九二〇）五月三日
―
東京・上野公園でひらかれた。が、これなどもロシア革命の日
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本への波動のひとつとみることができよう。このとき十五団体、およそ一万人が参加し
―
治安警察法第十七条の撤廃、失業防止、最低賃金制の
設定など
―
三項目の要求を決議した。のち広小路を行進し、警官隊と小ぜりあいをくり返した（ 『朝日新聞に見る日本の歩み
―
屈折のデモク
ラシー
　
Ⅲ』朝日新聞社、昭和
50・６） 。
第一次大戦中の物価の騰貴と、実質的な賃金の低下により、大衆の生活は圧迫され、大正七年（一九一八）以降、日本各地において同盟罷業
（ストライキ）が多発するようになったが、この現象もロシア革命の煽
あお
り（それによって受ける影響）の一部であろう。
レーニン一派の過激派政府ができてから、神田駿河台四丁目 ある俗称「ニコライ堂」 （明治二十四年［一八九一］に建立された日本ハリスト
正教会）は、月々一万円の送金がたえ、セルギー主教以下窮迫の状態におちいった。ロシアの一般民衆からみれば、大地主・貴族・僧侶は
仇きゅう
敵てき
（かたき）であった。日本ハリスト正教会は、毎月一万円ほど 補助をうけつつ、司祭や補祭の給金、同教会直属の神学校の維持費にあてていたが、新政権になってからいっさい を絶
た
たれたうえ、僧侶はその任命をとかれた（ 『報知』大正７・２・６） 。
ロシア革命の感化かどうか何ともいえないが、九州に小さな共産主義の村が誕生したという記事が、 『大阪朝日』 （大正７・３・
15付）に出てい
る。福岡県大
おお
牟む
田た
市の町はずれ
―
片かた
平ひら
山やま
の高台に前年（大正６）の十二月に大家屋が竣工し、共産主義者の九家族
―
五一名がくらしていると
いう。この団体の主唱者（かしら）は、土
つち
屋や
槌つち
三郎といい、無学なひとであった。金魚のエサ売りを業としていた。共にくらす人々の前歴は、抗
夫・採炭夫・農夫などである。
頭領の土屋は、広島県甲
こう
奴い
郡ぐん
矢野村にうまれ、若いとき村を出て、ほうぼうを流浪した。長年の放浪生活から、強者にたいして根づよい反抗心
をいだくようになった。敬神家 り、大
たい
成せい
教きょう
（天理教の一派）の信者であった。人は神のまえでは平等であり、生活のうえでそれを実行せねば
ならぬというのが、その主張であった。
三度の食事は、みないっしょにたべる。六畳敷の食堂に一同そろうと、朝と昼はむぎごはん、夜はかゆ
00
、それに副食物（おかず）がつく。労働
は平等であり、体力に応じて野良しごとに出 九家族、五一名の労働賃金は、毎月三百円ほ である。各自がえた賃金は、ひとまず頭領 手にあつめられ、 とで平等 わけられた
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記者によると、かれらは各自の財産と借金を一つにまとめて共同生活しているので、財産は共有であるけれど、それはいっしょにくらしている
間だけの共有であるから、あぶない共産（財産の共有）だという（ 『大朝』大正７・３・
15付） 。
一
　
亡命するロシア人
革命後のロシアでは無秩序の状態がつづき、あいかわらず物情騒然としていた。イルクーツク（東シベリアの中心都市）やウラジオストク（シ
ベリア鉄道の終点。港町）でも大きな騒擾はあった。そのため同方面より避難して、とおくアメリカ方面に安全な住居をもとめようとする者が現われ、大正七年（一九一八）に入ってから、
　　
敦つる
賀が
（福井県中部。シベリアのウラジオストクと定期航路をもつ）
　　
下しものせき
関
（山口県西端。朝鮮の釜山や中国の上海と定期航路をもつ）
の港に上陸する白系ロシア人（ソビエト政権後の内乱 よ 国外に逃れたロシア人）がふえてきた。
たとえば、大正七年（一九一八）一月六日の朝
―
イルクーツク地方からの避難民男女あわせて二十余名が下関に到着した。みな異様な風さい
をし、トランク形の独特の木箱をもっていた。一見して亡国の民 あることがわかった。その中には片足をうしない、不具 なった廃兵もいた。かれらは時勢のなりゆきについて、一言もいわなかった。
ただ記者の問に、横浜か神戸にしばらく滞在してからアメリカにむかうと告げ、汽車に乗りこんだ。やがて例の木箱から〝ワラの入った黒パ
ン〟を取りだすと、それを食べはじめ、雪の山陽線を東にのぼっていった（ 『福日』大正７・１・７付） 。
同年一月二十六日 夕方
―
郵船・鹿島丸はシアトル（アメリカ西部
―
ワシントン州の港町）に錨をおろした。三等船客の約百名のロシア人
が上陸した。一行のなかには老人もあれば、小さな子ども いる。みなボロをまとい、大きな包みをかかえ、物におびえ ように、おずおずと海岸にそってステーション街を南へむかった。やがてかれらは汽車にのり、南部や中部地方にいくのである。
移民官の話では、欧露やシベリアからの避難民であるという。昨年の秋、過激派政府が成立してから 太平洋をわたってアメリカにやってくる
（64）031
ロシアの難民は、すでに昨年の春以来七万人になるという。一船ごとにその数はふえ、毎船多くは三百名、すくないときでも七〇名はくだらないという。
大阪毎日の記者・上西半三郎は、小雨ふるシアトルの波止場でその群の一人をとらえ質問した。
―
同タワーリッシ
志
！
　
君はどこから来たのか。
―
シベリアのバラバ（オムスクの北方）から。
―
どこへ、何のために。
―
テキサス 働きに行くのだ。
―
なぜバラバにいない かね。
―
バラバにいると食え 。牛も羊もいないから、家畜の番もできない。タネがないから、小麦もつくれない。
―
アメリカに来て、うま ことでもあるかな。
―
あるとも。オムスクに来て たアメ カ 役人（鉄道隊員）は、アメリカにくると地主になれるといった（ 「米国に流れ入る露人の群」 『大毎』大正
７・２・
17付） 。
渡米の目的で、あるいは一時日本に滞留し、本国の世情がおちついたら帰国しようと思ってい うちに、持ち金をすべて使ってしまい、日々の
くらしにも困るようになったロシア人も少なくなかった。
そういったロシア難民を救うために、アメリカからサミュエル・メーゾン（ユダヤ人？）という者が横浜にやってきた。かれは山下町にある
「ロイヤル・ホテル」を買収し、そこにユダヤ人の救護会というものを設けた。ロシア人やユダヤ人ならだれでも無条件で救済するのではなく、アメリカに移住する困窮者もしくはそのうちに送金の見込みのある者にかぎって、一時生活費を立てかえるものであった。
要するにユダヤ人の資産家が、同族 たすけるために創設したのが 救護会であった。いまロイヤル・ホテルにいる二百名ほどのロシア人の大
半は、ユダヤ人であった。
しかし、荷物にも劣る風体で、アメリカへ船出できた者 幸運な者であって 異 空のもと、言語不通の苦をしのびな ら横浜の波止場で労
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役につく者、声学やマンドリンを教える者。フランスパンの店で施しをもらうロシア女性。安値な食堂をかねたバーの片すみで、憂わしげな顔をして客をまつ女。ロシアダ スを教えた女性。浅草で芸妓となった女性。彼女 はみなパンと引きかえに、肉や芸を売るロシア女 あった。さらにパンフレットや花を売る女性もいた。そうかと思えば、盛夏のころ、箱根宮の下の富士屋ホテルに滞在する外人客の中でもっとも多かったのはロシア人だったという（ 『東日』大正７・７・４付） 。かれらはきっと富裕層であろう。
春をひさぐロシア女性がいたのは、日本にかぎったことでない。昭和七年（一九三二）ごろ、北満州（現・中国東北部）のハルピ
（ビン）
ン
 H
arbin （長
春の北東二三〇キロ、松花江中流の右岸に位置。一八九八年［明治
31］ロシアが東清鉄道の敷設基地として発展した。水陸交通の要地。第一次世
界大戦後、中国が接収。満州事変［一九三一年・昭和６］から太平洋戦争の終結まで日本が支配）には、白系ロシア人が一〇万人ほど住んでいらしい。
欧州大戦（一九一四～一八年にわたる第一次世界大戦）当時のハルピンには、二〇ヶ国以上の人種がすみ、ここは国際都市であった。一九一四
年ごろの市の人口は八万人、そのうちの三万人はロシア人であった。市は旧市街と新市街からなっていた。前者は新市街 南にあった。
新市街には、官庁・各国領事館・駅・中国の税関・ロシア 郵便局・東支鉄道の本社・住宅地（鉄道関係者や小市民の）などがあった。が、こ
の市の真の華やかさは、旧市街（キタイスカヤ
 K
itáiskaya ）でないとみられなかった。ここは松花江の埠頭区にあるにぎやかな商店街であり、東
京でいえば銀座通りであった。ことに夜のキタイスカヤは、自由人 楽天地（くるしみはなく、 のしみだけがある）であり、脂粉 こ した各国の女性がそ 姸
けん
姿し
（うつくしくあでやかな姿）をきそっていた。
夜、キタイスカヤの表通りは、さみしい。大商店はみなシャッターをおろし深閑としている。そのなかにあって、ホテル 玄関だけは 男女の
すがたが出入りした。そういったあるホテルの食堂に入ると、美しい娘やマダムらのすがたがみられた。男が入ってくると 彼女らの目は申し合わせたかのように、その男に注がれる。彼女らはフォークやナ フをうごかしている間も、抜け目なく男を物色している。
ホテルにやって来て、客をもとめる娘やマダムは、
上じょう
玉だま
（上等の美人）である。男と女がお互いちらっと視線があえば、その夜の約束は
半なか
ば
なったようなものである。祖国をうしない、ハルピンに流れつき、持金がつきた彼女ら白系ロシア女の生活手段は、さいごのも を売って男にすがるしかないのである。
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その日本人は、あるとき新市街の「チュリン」というデパートで、上品な親
おや
娘こ
をみた。帝政時代の貴族のなれのはてといった感じであった。そ
の後も目のすんだ娘のほうを何度も路上でみかけた。あるとき、キタイスカヤのホテルの食堂で食事をしているとき、ふたたびこの親娘のすがたをみた。娘はつつましく食事をし、ときどきあたりを見まわした。母親のほうはいらいらし、落ちつかぬようであった。
食事を終えた日本人は、親娘のほうへ目礼すると、テーブルをはなれた。そのとき娘はかすかに微笑した。日本人のあとをその親娘はついてき
た。―
ダンスですか。
と、母親が声をかけた。―
そうです。お嬢さんとおどらせていただけますか。
―
どうぞ。
母親は娘のほうをみて、
―
お願いしなさい
といった。チューリン・デパートでこの親娘をみてから、三ヵ月目のことであった。
その日本人は、ダンスはへたであったが、娘がたくみにリードしてくれた。
―
おつかれでしょう。お茶をさしあげたいが……。
といって、お茶に誘った。
ホテルの食堂は、彼女らにとってたのしい晩さんの席ではなく、哀しい取引の場であ
った。ホテルにはこういった極上の女がいたが、一歩外にでると、街路樹の柳のかげで、身をふるわせながら、通りすがりの男に色目をつかう娘たちもいた。そのすがたをみると、相手と むれるよりも先に哀れさが先に立ち、おもわずポケットから銀貨を一枚とりだすと、そっと娘の手ににぎらせる日本人がいた。
ハルピンのロシア人ダンサー
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このときはホテルの特別室で、ありきたりの世間話を一時間ほどして別れた。が、翌日チューリン・デパートの地下の食堂で午さんをとる約束
をえた。
食事のあと、その日本人はデパート 百ルーブリほど散財し、いろいろ贈りものをした。娘の名は、ニューラーといった。この日を境に、その日本人はこのロシア娘としたしくなった。ある日、母親がひとりでやってきた。娘には知れないようにといって、一つの条
件をもちだした。それはその日本人にとって、さほど重い負担でなかった。娘を愛人とする話であった。母親は日本円で五〇円（いまの五〇万円ぐらいか） 、胸に押しあてて、ほがらかな顔をして帰っていった。
その後、ニューラーは毎晩のようにその日本人 ところにやって 。彼女は処女であった。彼女との情事の度合いは、日ごとにたかまってい
った。
そのころこの日本人は、帝政ロシア時代大官であったというＧ氏としたしかった。相手はすでに零落してお 、着古 服をきていた。新市街
の家にすんでいたが、むろんりっぱなものではなかった。
その白系ロシア人をたすけたいと思い、ハルピンで友人が経営する会社 顧問になってもらうことになった。日本人はその吉報をもって、Ｇ氏
の宅をたずねた。Ｇ氏は吉報をきくと、とたんに元気に り、家族のものを呼んだ。―
さあ、みな来なさい、ごあいさつするんだよ。
わたしの勤め口をきめて下さった方だ、といってＧ氏が家内 紹介した 、その日本人は、うっ
―
おやっ！
と叫んでしまった。Ｇ夫人もおもわず―
あらっ！
と声をあげた。Ｇ氏はかれら以上におどろき、―
知っているのか？
　
あの……。
その表情には、あり〳〵と苦悶の色が浮んでいた。
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双方、ばつが悪い羽目におちいり、日本人はそこ〳〵にＧ氏の宅を辞去した。Ｇ氏の家では、親娘三人が憂うつな顔をして対座をつづけている
ものと思われた。
数日後、Ｇ氏から手紙がきた。夫人とニューラーの手紙も同封されていた。Ｇ氏が妻と娘の反対を押しきって
大タァリィエン
連
（遼寧省南部の港湾地区）
へいくとあった。娘を売って就職したと思われることはしのびない。娘だけは残してゆきたいと思ったが、その決心がつかない、とも書いてあった。ニューラーの手紙をよむと胸がいたくなった。Ｇ氏の手紙は、 かばまで読んでみたが、あとは涙でよめなくなった。
それから程なくして、その日本人は帰国した。（ニューラーは、どうしているか……）
と思うこともあった。が、それは哀しい追想であった。
ある日、元ハルピンの特務機関（旧陸軍の諜報機関）にいた友人Ｋが、たずねてきた。
―
おい、こんやはおれが晩メシをちそうするからつき合えよ。
―
どうしたんだ。何かよいことでもあるのか。
―
うん、大ありだ。
そういうとＫは、友人を「幸楽」 （すき焼屋）へひっぱっていった。
―
なんだすき焼か。
―
家うち
で食へないものがいまに来る。
そこへ女中が毛色のかわった女を案内してきた。
―
おやっ！
　
おどろいたぜぇ。
それは一別以来のニューラーであ 。
―
どうだ。なつかしいだろう。ワァハッハッー。
Ｋの説明によると、彼女は大連から上海にわたり いま東京にいるという。帝劇の踊り子をやっているという。一とおりの話がすんでから
―
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―
お父さんは？……。
と、たずねると、彼女はだまってうつむいた。ひざの上に涙がぽつりと落ちた。……
これはモーパッサンの短篇に出てくるような話である。
 
注・南方八郎「北満州と女の思ひ出」 『犯罪科学』所収、武侠社、昭和７・４を参照。
一
　
日本に居ついたロシア人
明治以降、日本でくらすロシア人は、わずか数千人であり
）11
（
、その数が飛やく的にふえたのは、一九一七年（大正６）の十月革命後のことであっ
た。かれらの主なる居住地は、
　　
函館
　　
旭川
　　
横浜
　　
神戸
　　
東京
などであり、その職業はまちまちであった。帝政ロシア時代の
　　
地方官吏
　　
小役人
　　
貴族
　　
（高級）軍人
　　
一般市民
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であった。こういった難民は財産のほとんどを捨て、体ひとつ故国を逃げだした者たちであった。
かれらにとって日本は、自由な国アメリカなどに行くための通過点にすぎなかったが、日本でくらすうちに、やむをえぬ事情により、そのまゝ
居ついた者もすくなくなか 。つまり亡命者 なったのである。
ロシアの二月革命後、横浜に多くのロシア人が住んだのは、当地のロシア総領事館（山下町一七一番地）の総領事Ａ・Ｋ・ヴィルムが同胞に援
（70）025
助の手
）1（
（
をさしのべたからとされている。来日したロシア人は、なにがしかの金をもっていたにせよ、ほとんどが着の身着のままで日本にたどり着
いた者が大半であり、この間にルーブルの暴落により道中の路銀もすくなくなっていたはずである。そのため生活費に不足をきたしたり、安価な生活を強いられた。またビザ（旅券の裏書き）を取得するために、しばら 日本でくらさねばならなかった。
上流・中流の亡命客のなかには、東京で帝国ホテル、東京ホテル、菊富士ホテルなどに滞在する者がいた（ 『読売』大正６・
12・９付） 。
日本をへて他国へ した者、また日本を亡命先としたロシア人は、短期もしくは長期にわたって、左記のようなホテルや日本旅館、アパート
を住居とした。
横浜
―
山
下
町
　
高級ホテル
　
　　　　　　グランドホテル…………………………………
 明治六年（一八七三）九月、山下町二〇番地に開業。海岸通りにある。大震災後、レストランには、ロシア人の楽団があったという。大正三年（一九一四）当時の料金は、シングル七～十二円。ダブル十四～十八円であった
　　　 　　　　
オリエンタル・パレス・ホテル
 海岸通りにあるフランス式のホテル。料金は、シングル七円から フランス料理に定評があった。
　
中級ホテル
　　
マイソネットホテル……………………
 一名「露西亜亡命宿」と呼ばれた。元ペ ブルク鉱産学校校長Ｉ・Ａ・コルズーヒン博士が滞在したという。
　　　　 　　　
プレザントンホテル…………
 アメリカ式のホテル。料金はシ グル五円から。このホテルにクロ シュタット要塞のダニーロフが滞在し、のち妻と山手町六 番地に移った。
　　　　
三浦屋ホテル（長者町二丁目）
 このホテルは「白人 ため 木賃宿」という（ 『芸日』大正７・５・
19付） 。主人はロシ
ア語を解した。大正八年（一九一九）焼失。
　　　　
長野屋ホテル…………………………… ロシア人が宿泊した。宿泊客は山下町のゴルマンのロシア料理店で食事をとったという。
　　
五十二番館……… ゲルヂャック 経営する安 か。貧民窟にあったという。
　　
七十九番館……
 この西洋館の二階は、売春宿。ロシア女マリア・ミハイロヴナ
22歳）が、売淫をおこ
なっていた。
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山手町
　　 　　
桜山ホテル………………………………………
 ここで元ロシア帝国の侍従
―
トルストイ＝ミロスラフスキー男爵の家族三人が、みじ
めな暮しをしていたという。
　　　　
レッツ・アパート（山手町一七九番地）
 持主は「レッツ商会」 （山手町二一四番地）の経営者。赤レンガの五階建てで、四十余名のロシア人がくら 。
　　　　
安アパート（山手町五八番地）
 渡米予定のロシアの大学生が、一時的にくらした。
　　
東京
　　
今泉館……………………………………
 四ツ谷にあった日本旅館。いっとき の行商人の定宿であった
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。
　　
某館……… 三田にあった日本旅館。不詳。
大正九年（一九二〇）二月当時、神戸には二百人ほどのロシア難民がいたという（ 『又新』大９・２・
11） 。ロシア人は、規定の二五〇円所持し
ておれば、日本で一ヵ年滞在できた。
　　　　
神戸
　　 　　
ハルビンホテル（中山手通り三丁目）
 下関より神戸に着いたロザノフ軍の陸軍中将ウラジミール・カルツォフ中将と副官、その家族二十余名は、このホテルとプレザントンホテルに分宿した（ 『又新』大正９・２・
14付） 。
　　　　　　
プレザントンホテル（同右）…………………
 料金はシングル五円から。
　　
トーアホテル（山本通り二丁目
 七〇部屋ある近代的ホテル。料金はシング 七円から。長期滞在客 は割引きがあ た。
 
注・ 〝トーア〟は、ドイツ語の
 T トーア
or （門、出入口の意）のこと。
 
この一覧表をつくるにあたって沢田論文「横浜のロシア人
―
一九二〇～一九三〇年代を中心
 
に」と
 T
erry ’s Japanese E
m
pire, H
oughton M
ifflin C
o., L
ondon, T
okyo, 1914 を参照した。
　　
（72）023
計画どおり自由の天地にいけた者は、幸福組であり、逆に頓挫し、難民として日本で暮らさざるをえなくなった者は、運に見はなされた人間で
ある。
日々の糧をうるために、沖仲士となっ 、声学や楽器を教えた者、ロシア舞踊を教えた女性。布地・洋服の行商人となった者、運よく洋菓子
店を開いた者、花売りとなった女性、春をひさぐ者、芸妓となった者、商会につとめた者など、亡命者のついたしごとはさまざまであった。かれらはみなその数奇な運命に泣いた。それはひとが場外でみる〝悲劇〟にほかならなかった。
むすびロシアの第二革命がおこった原因（遠因と近因）については、社会的 経済的、政治的な要素が幾重にもかさなりあい、しかも錯そうしていて、
かんたんに述べるわけにはゆかぬ。多年の専制政体がかゝえていた矛盾が、食糧不足や労働 のストライキを転機として、さらにそこに兵士が加わり、革命にいたったものである。無知文盲といわれたロシアの一般大衆は、あるとき気づくのである。国の政治がじぶんたちのためになっていない、と。
農村から都会の工場にはたらきに出た無知な者は、生産現場でさまざまの人間と接触するうちに知識や情報をえ、物ごとの理非を知り、いく
か物知りとなる。理知がつみ重なってゆくと、やがて世のなかの矛盾や不条理に気づくようにな 。どんな職場も無知のひとを啓発してくれるよき勉強の場といえ
ロシアの農民は、もともと個人的な快適さをもとめることにあまりとん着しなかった
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。かれらにとっての望みは、じゅうぶんな食物と衣服があ
ることであった。黒パンと紅茶があればよかった。上から強要される服従体制 なれっこになっ から 窮迫の極にいたらぬかぎり、
官かん
衙が
（役所）にたてつくことはなかった。
またロシアの一般国民は、戦前の日本国民が天皇を神としてあがめたように、皇
ツアー
帝を神聖視した。皇帝は宗教および軍隊をたばねる長であった。
政治の主体（中心部分をなすも ）は、君主の意思
00
そのものであった。ロシアはスパイだらけの国であったから、政治や宗教を話題にすることは
危険であった
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。が、水面下で着々と革命運動が進んでいた。この国には腐敗した官吏がごまんとおり、わいろの受けわたしが横行し、政府や軍の
高官、官僚らは、ドイツに買収されていた。すでにロシアはくさりきった国家であった
022（73）
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古い政治制度
―
ロマノフ家伝来の高圧的専制は、時代おくれ、現状にあわなくなっていた。その政体は時代のすう勢に逆うものであり、ロシ
アの革命は、おこるべくしておこった大きな政変であった。それはしぜんの流れであったともいえる。
ロシア革命を実見した外交官、新聞記者、留学生の現
ルポルタージュ
地報告は、欧字新聞の事実だけを淡々と伝える記事といささか趣
おもむき
（内容）を異にし、思い
や感情が加味されており、生の見聞談としてはなかなかおもしろい。ルポライターは、身を挺してまちなかに出ると、その特異なロシア語を使って取材につとめているが、その縦横の活躍はとうぜん賞賛されてよい。
ロシア革命は、わが国にさまざまの感化をあたえた。まず要路の人間のきもをひやし、社会主義者や進歩主義者、労働者らを活気づけ、労働運
動を激化させ、出版界をしてマルクス主義（社会主義実現のための階級闘争をめざす）の書を流行させた。また革命後、わが国は
―
内乱や戦禍
をさけて流浪するロシアの亡命者（難民）の通過点
―
一時的滞在キャンプとなった。
かれらは富者と貧者とにわけられるが、大半は粗衣をまとった細
さい
民みん
（貧民）であった。その生きざまは、あわれをさそう。かれらは日本滞在ち
ゅうに貧苦におちいり、希望の地にわたれず、中には日雇やルンペン、醜業婦に落ち、その後日本でくらした人びとである。世界を流浪する民、それはいまも絶えない。……
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